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☆ 旬の食材あれこれ ～４月～ ☆
　新入生、新社会人、若い芽はもちろんのこと皆様に
とっての良い事がすくすくと育ちますように (^^)
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一般会計 ８８億８，３００万円
特別会計 ６８億１，２５１万円

予算総額１５７億円

会　計　区　分 当　初　予　算　額 増減率 説　　　　　明平成２８年度 平成２７年度

一 般 会 計 88億8,300万円 77億2,400万円 15.0％ 市の基本的な仕事をするための会計です

特 別 会 計 68億1,251万円 70億5,339万円 △ 3.4％ 特定事業を行う場合に一般会計と区分して経
理をする必要があるときに設ける会計です

特　

別　

会　

計　

の　

内　

訳

国民健康保険
（事業勘定） 32億4,188万円 32億4,999万円 △ 0.2％ 被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに際

して、必要な保険給付を行うための会計です
国民健康保険

（直営診療施設勘定） 6,617万円 6,805万円 △ 2.8％ 勝浦診療所において、被保険者などに診療
を行うための会計です

後期高齢者医療 2億4,947万円 2億2,166万円 12.5％
主に７５歳以上の方を対象とした後期高齢
者医療制度の保険料を徴収する事務などを
行うための会計です

介護保険 22億4,670万円 21億6,782万円 3.6％ 被保険者の要介護度などに応じて、必要
な保険給付を行うための会計です

水道事業 10億829万円 13億4,587万円 △ 25.1％ 市内に給水をするために行う水道事業の
会計です

合　　　　　計 156億9,551万円 147億7,739万円 6.2％

会計別予算の内訳

※予算額は、千円単位を四捨五入して表示しました。

　

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
は
、
88
億
８
，
３
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
11
億
５
，９
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、
前

年
度
に
対
し
て
、
15
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
統
合
す
る
上
野
小
学
校
校
舎

大
規
模
改
修
事
業
を
は
じ
め
、
多
子
世
帯
保
育
所
（
幼
稚
園
）
保

育
料
等
助
成
事
業
、
オ
ム
ツ
等
支
給
経
費
を
含
む
子
育
て
支
援
事

業
、
不
妊
治
療
費
助
成
金
を
含
む
母
子
保
健
事
業
の
ほ
か
若
者
等

定
住
促
進
事
業
等
「
勝
浦
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
掲
げ
る
事
業
へ
の
予
算
計
上
を
行
い
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済

縮
小
の
克
服
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
お
い
て
も
設
置
趣
旨
に
沿
っ
て
各
種
事
業
を
行
う

た
め
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
農
林
水
産
業
や
自
営
業
に
従
事
す

る
方
た
ち
を
対
象
と
す
る
保
険
事
業
の
運
営
や
勝
浦
診
療
所
に
か

か
る
経
費
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
ほ
か
、
水
道
事
業

会
計
に
お
け
る
災
害
等
に
強
い
水
道
事
業
と
す
る
た
め
、
老
朽
し

た
配
水
管
布
設
替
工
事
や
非
常
用
発
電
装
置
設
置
工
事
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
を
図
り
、
内
部
経
費
の
徹
底

し
た
削
減
に
努
め
、
国
や
県
に
よ
る
各
種
経
済
対
策
の
財
政
的
優

遇
措
置
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、「
元
気
い
っ
ぱ
い
勝
浦
」
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

海
と
山
と
人
が
と
も
に
歩
む
ま
ち

「
元
気
い
っ
ぱ
い
勝
浦
」

平
成
28
年
度
当
初
予
算
の
概
要

　

市
税
は
、
20
億
８
，５
４
４
万
円
で
、
納
税
義
務
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

１
，６
２
４
万
円
減
少
す
る
と
見
込
み
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
46
億
３
，１
０
７
万
円
で
、
水
産
物
供

給
基
盤
機
能
保
全
事
業
補
助
金
お
よ
び
千
葉
県
知
事
選
挙
委
託
金
な
ど
に
よ
り
県
支
出
金

の
増
加
や
上
野
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
事
業
に
伴
う
市
債
の
増
加
な
ど
か
ら
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
２
億
３
，４
０
５
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
は
42
億
５
，１
９
４
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
９
億
２
，４
９
５
万
円
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
お
よ
び
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
の

大
幅
な
増
加
に
よ
る
も
の
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
額
は
２
億
６
，９
６
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
内
訳
は
、
新
規
に
オ
ム
ツ
等
支
給
事
業
を
実
施
す
る
子
育
て
支
援
事
業

費
や
障
害
者
福
祉
の
増
進
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
経
費
を
主
と
す
る
民
生
費
（
構
成
比
32
・
５
％
）
が
最
も
大
き
く
、
次
い
で
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
者
特
産
品
等
贈
呈
事
業
費
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
費
な
ど

「
勝
浦
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
事
業
な
ど
を
主
と
す
る
総

務
費
（
構
成
比
27
・
８
％
）、
上
野
小
学
校
校
舎
の
屋
上
お
よ
び
外
壁
の
防
水
工
事
や
小

中
学
校
等
の
管
理
運
営
お
よ
び
教
育
振
興
に
係
る
経
費
な
ど
を
主
と
す
る
教
育
費
（
構

成
比
９
・
０
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入総額
８８億８，３００万円

市税
20億8,544万円

23.5%

市税
20億8,544万円

23.5%

地方譲与税
6,700万円
0.8%

地方譲与税
6,700万円
0.8%

利子割交付金
100万円
0.0%

利子割交付金
100万円
0.0%

ゴルフ場利用税交付金
2,300万円
0.3%

ゴルフ場利用税交付金
2,300万円
0.3%

地方消費税交付金
3億4,800万円

3.9%

地方消費税交付金
3億4,800万円

3.9%

株式等譲渡
所得割交付金
1,100万円
0.1%

株式等譲渡
所得割交付金
1,100万円
0.1%

配当割交付金
1,200万円
0.1%

配当割交付金
1,200万円
0.1%

自動車取得税交付金
1,700万円
0.2%

自動車取得税交付金
1,700万円
0.2%

地方特例交付金
310万円
0.0%

地方特例交付金
310万円
0.0%

使用料及び手数料
2億256万円
2.3%

使用料及び手数料
2億256万円
2.3%

分担金及び負担金
1億1,503万円

1.3%

分担金及び負担金
1億1,503万円

1.3%

交通安全対策
特別交付金
268万円
0.0%

交通安全対策
特別交付金
268万円
0.0%

地方交付税
23億5,000万円

26.5%

地方交付税
23億5,000万円

26.5%

県支出金
4億7,328万円

5.3%

県支出金
4億7,328万円

5.3%

財産収入
532万円
0.1%

財産収入
532万円
0.1%

諸収入
3億1,461万円

3.5%

諸収入
3億1,461万円

3.5%

国庫支出金
7億5,481万円

8.5%

国庫支出金
7億5,481万円

8.5%

市債
5億6,820万円

6.4%

市債
5億6,820万円

6.4%

繰越金
1億3,000万円

1.5%

繰越金
1億3,000万円

1.5%

繰入金
7億9,899万円

9.0%

繰入金
7億9,899万円

9.0%

寄附金
6億円
6.8%

寄附金
6億円
6.8%

【目的別】
歳出総額
８８億８，３００万円

議会費
1億4,321万円

1.6%

議会費
1億4,321万円

1.6%

総務費
24億6,714万円

27.8%

総務費
24億6,714万円

27.8%

民生費
28億8,306万円

32.5%

民生費
28億8,306万円

32.5%

衛生費
7億2,896万円

8.2%

衛生費
7億2,896万円

8.2%

農林水産業費
3億1,896万円

3.6%

農林水産業費
3億1,896万円

3.6%

商工費
1億6,489万円

1.9%

商工費
1億6,489万円

1.9%

土木費
4億3,472万円

4.9%

土木費
4億3,472万円

4.9%
消防費

9,119万円
1.0%

消防費
9,119万円
1.0%

災害復旧費
180万円
0.0%

災害復旧費
180万円
0.0%

公債費
8億4,521万円

9.5%

公債費
8億4,521万円

9.5%

予備費
700万円
0.1%

予備費
700万円
0.1%

教育費
7億9,687万円

9.0%

教育費
7億9,687万円

9.0%

一
般
会
計
の
歳
入

一
般
会
計
の
歳
出
（
目
的
別
）
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9,119万円
1.0%

消防費
9,119万円
1.0%

災害復旧費
180万円
0.0%

災害復旧費
180万円
0.0%

公債費
8億4,521万円

9.5%

公債費
8億4,521万円

9.5%

予備費
700万円
0.1%

予備費
700万円
0.1%

教育費
7億9,687万円

9.0%

教育費
7億9,687万円

9.0%

一
般
会
計
の
歳
入

一
般
会
計
の
歳
出
（
目
的
別
）



　

平
成
28
年
度
は
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克

服
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
と
好
循
環
の
確
立

を
基
本
的
な
考
え
と
し
て
策
定
し
た
「
勝
浦
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
事
業
を

中
心
に
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

「勝浦市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げる事業

１．産業振興・企業誘致・就業支援による働く場の確保に係る事業

２．観光による交流人口の拡大、移住、定住の促進に係る事業

青年就農給付金事業 ７５０万円
原則４５歳未満の認定新規就農者等に、年
間最大１５０万円（夫婦共同申請は、最大
２２５万円）を給付する事業

小型漁船漁業就業者
確保・育成事業 １６０万円

新規漁業就業者を確保・育成するため、千葉
県地域漁業担い手確保・育成支援協議会が実
施する事業への補助金

中小企業資金融資事業 １，３２９万円 中小企業者に経営の合理化や設備の近代化な
どに必要な資金の融資を行う事業

中小企業資金融資利子
補給事業 １０２万円 中小企業者の融資に係る利子の一部を補給す

る事業

商店街活性化等
支援事業 ６９８万円 商店街の集客力向上支援と観光開発事業と特

産品開発事業の取り組みへの支援事業

かつうらビッグひな祭り
開催事業 ３２４万円 運営主体であるビッグひな祭り実行委員会に

対する補助金

かつうら若潮まつり
開催事業 １４０万円 主催者である勝浦市観光協会に対する補助金

海水浴場開設事業 ２，９０７万円 市内４箇所に海水浴場を開設する経費

空き家活用推進事業 １５８万円
空き家の活用により、定住促進および地域活
性化を図るため、空き家バンクの管理運営、
空き家活用奨励金の交付を行う事業

田舎暮らし体験事業 １７４万円

民間から市が空き家を借り受け、本市に居住し
たいと希望する者に貸し付け、一定期間滞在す
ることにより、自然環境、生活環境を体験して
もらうことで、定住の促進を図る事業

若者等定住促進事業 ６８０万円
住宅取得または、賃貸住宅への入居により定
住を希望する若い夫婦等の経済的負担を軽減
し、本市への定住促進を図る事業

集合住宅リフォーム
補助事業 １００万円

アパート経営者に対して、１ルームのアパー
トを子育て世帯が居住できる間取りに改築し
た場合に補助金を交付する事業

一
般
会
計
で
見
る  

平
成
28
年
度
主
要
事
業

平
成
28
年
度
に
実
施
す
る
、
主
な
事
業
（
一
般
会
計
分
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す



３．子育て・教育環境の向上と充実に係る事業

４．地域交流・地域振興の促進に係る事業

他の事業として、
○ふるさと応援寄附者特産品等贈呈事業費　４億５，０６３万円
○障害者の自立支援給付事業費　２億８，７５３万円
○老人保護措置事業費　１，４６２万円
○特別養護老人ホーム総野園の管理運営経費および老人デイサービスセンターの管理運営委託料
２億４，８００万円
○家庭などから出るゴミである一般廃棄物の収集運搬経費　１億２，５１３万円
○水道事業会計への補助金および出資金　１，７９４万円
○農作物の食害を防止するため有害鳥獣捕獲事業費　２，０８８万円
○カツオまつり開催事業　５８２万円
○国からの交付金を財源に道路や橋りょうの点検費用や道路改良工事などを行う社会資本整備総合交付金事業
１億５４７万円
○消防団管理運営経費　４，５０５万円
○上野小学校校舎大規模改修事業　１億２，５７９万円
○小学校統合に伴う遠距離通学児童対策事業　２，３６６万円
○芸術文化交流センターで実施するさまざまなイベント経費である芸術文化交流推進事業費　１，９４１万円

母子保健事業
（不妊治療費助成金） １００万円

新規に、不妊治療費助成金として、助成対象となる不妊
治療費の総額から県の助成金を控除した額の２分の１の
額（１０万円を限度）を、年１回助成する事業

子育て支援事業 ２５８万円

子育て世代の交流や意見交換、また、多様な世代が集う
地域子育てフォーラムを実施することで地域全体の子育て
意識の醸成を目的とする。また、出生届を提出した保護者
に対して、おむつ給付券およびゴミ袋を支給する事業

多子世帯保育所（幼稚園）
保育料等助成事業 ３５９万円

保育所または幼稚園に入所（園）している、３歳以上の
第３子以降の子を持つ保護者に対して、保育料および入
園料を助成する事業

外国語指導助手招致事業 １，１１４万円 小中学校に英語授業の指導助手として２名を派遣する
事業

中学生海外派遣事業 １７１万円 海外でのホームステイや交流を通じて、国際感覚豊かな
人材を育成するため、中学生を海外に派遣する事業

まちづくり活動推進事業 ４６２万円

地域に暮らす住民および子ども達自らが自発的に考え、
行動し、地域課題の解決および地域活性化を目的とし
た地域づくりを実施する団体の取組に対して交付する
補助金

市内公共交通維持改善事業 ５７７万円 デマンド型乗合タクシー運行事業

市内路線バス運行維持費支援事業 １，３５０万円 市内路線バス運賃の平準化や生活路線の運行維持などの
ための事業

スポーツ大会開催事業 ６３４万円 健康増進や住民交流のため各種スポーツ大会を開催する
事業



方
創地
生「

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」

〜 
概 
要 
版 

〜

勝 

浦 

市

　

日
本
の
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対

応
し
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
の
集
中
を
是
正
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
て
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
26
年
11
月
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
が
す
で
に
進
行

し
、
今
後
、
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
こ
と
は
必
至

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
口
減
少
の
抑
制
、
地
域
経
済

の
維
持
、
活
力
あ
る
地
域
産
業
の
発
展
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
基
づ

き
、
国
お
よ
び
千
葉
県
が
策
定
す
る
総
合
戦
略
を
勘

案
し
な
が
ら
、
市
民
一
人
一
人
が
夢
や
希
望
を
も
ち
、

潤
い
あ
る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し
て
営
む
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
形
成
、
地
域
社
会
を
担
う
個
性
豊
か
で

多
様
な
人
材
の
確
保
、
そ
し
て
魅
力
あ
る
多
く
の
就

業
機
会
の
創
出
な
ど
を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め

平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
５
カ
年
の
戦
略
と
な

る
「
勝
浦
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
昨
年
10
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
当
市
の
人
口
を
多
角
的
に
推
計
し
、

２
０
６
０
年
ま
で
の
人
口
目
標
を
示
し
た
「
勝
浦
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



地方創生

人
口
の
現
状
分
析

①
出
生
数
よ
り
も
、
死
亡
数
の
数
が
上
回
る
自
然
減

少
が
続
い
て
い
る
。

②
転
入
者
数
よ
り
も
、
転
出
者
数
が
上
回
る
社
会
減

少
が
続
い
て
い
る
。

③
①
お
よ
び
②
よ
り
、
勝
浦
市
の
人
口
減
少
は
自
然

減
少
・
社
会
減
少
共
に
影
響
し
て
い
る
。

将
来
人
口
の
推
計

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所（
社
人
研
）を

パ
タ
ー
ン
１
、
日
本
創
成
会
議
（
創
成
会
議
）
を
パ

タ
ー
ン
２
、
市
人
口
か
ら
国
際
武
道
大
学
生
を
除
い

た
人
口
を
パ
タ
ー
ン
３
と
し
た
場
合
、
２
０
３
５
年

に
は
１
万
５
千
人
を
割
り
込
み
、
そ
の
後
２
０
６
０

年
に
は
１
万
人
程
度
ま
で
減
少
す
る
事
が
見
込
ま
れ

る
。
更
に
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

割
合
が
45
％
以
上
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

〈人口ビジョン・総合戦略の骨子〉

〈勝浦市人口ビジョン　概要〉

総合戦略
○基本目標

１産業振興・企業誘致・就業支援による
働く場の確保

２観光による交流人口の拡大、移住・
定住の促進

３子育て・教育環境の向上と充実

４地域交流・地域振興の促進

人口ビジョン
○安心して子育てが出来る環境を整え、出
生率の上昇を目指す。
　　合計特殊出生率

　1.14（Ｈ 21～ 25平均）
　　　　⇒2.07（Ｈ 31）

○産業振興、観光客誘致等による交流人口
の増加、魅力発信による移住・定住を促
進させ転出者の減、転入者の増を目指す。
　　転出者　926人（Ｈ26）
　　　　　　　⇒870人（Ｈ31）
　　転入者　781人（Ｈ26）
　　　　　　　⇒870人（Ｈ31）

【年齢３区分別の人口推計（社人研推計）】

【国立社会保障・人口問題研究所推計、創成会議推計、国際武道大学生分除外推計の比較】

※上段は推計人口、下段は各年の構成比。
※推計人口については、小数点以下の数値を四捨五入して表記しているため、年少人口な
ど年齢３区分別人口の合計と総人口が合致しない場合がある。

※2010年は国勢調査、2015年以降は推計値

区分 2010年 2020年 2030年 2040年 2050年 2060年
年少人口

（0～ 14歳）
1,762 1,295 1,002 846 652 486
8.5% 7.1% 6.4% 6.3% 5.8% 5.1%

生産年齢人口
（15～ 64歳）

12,250 9,663 8,321 7,020 6,182 4,734
58.9% 53.2% 53.1% 52.6% 54.8% 49.5%

老年人口
（65歳以上）

6,775 7,201 6,353 5,470 4,454 4,340
32.6% 39.7% 40.5% 41.0% 39.5% 45.4%

総人口 20,787 18,159 15,676 13,336 11,289 9,561



地方創生
人
口
の
将
来
展
望

①
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
場
を
作
り
、
若
者
が
結
婚
・
出
産
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
を
整
え
、
合
計
特
殊
出
生
率
１
・
14
人
（
平
成
21
年
〜
25
年
平
均
）

を
２
・
07
人
（
平
成
31
年
）
ま
で
上
昇
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

②
若
者
が
進
学
や
就
職
な
ど
で
転
出
し
て
も
、
勝
浦
市
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
環
境
と

し
て
仕
事
づ
く
り
や
環
境
を
整
え
、
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
人
を
減
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
勝
浦
市
の
魅
力
を
発
信
し
住
み
た
い
人
（
転
入
者
）
を
増
や
し
、
転
出
者

と
転
入
者
の
差
を
無
く
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
的
な
対
策

〇
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
流
出
の

抑
制
・
流
入
の
促
進

　
　

企
業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
を
確
保
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
な

が
ら
、
高
校
卒
業
後
に
お
け
る
大
都
市
圏
等

へ
の
若
者
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と

も
に
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
人
口
増
加
に

努
め
ま
す
。

　
　

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）

の
整
備
に
よ
る
、
大
都
市
圏
と
の
交
通
ア
ク

セ
ス
の
飛
躍
的
向
上
を
活
か
し
、
市
内
の
各

種
産
業
の
発
展
、
新
産
業
の
創
出
・
集
積
促

進
を
図
り
ま
す
。

〇
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
な

ど
の
生
活
環
境
を
快
適
に
整
備

　
　

人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
、
若
い
世
代

が
安
心
し
て
働
き
な
が
ら
、
希
望
に
沿
っ
た

出
会
い
や
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
行
い
、

快
適
に
生
活
で
き
る
環
境
を
向
上
・
充
実
し

ま
す
。

人口の目標
２０４０年　１５，０００人
２０６０年　１２，５００人

【年齢３区分別の人口推計（市独自推計）】

※上段は推計人口、下段は各年の構成比。
※推計人口については、小数点以下の数値を四捨五入して表記しているため、年少人口な
ど年齢３区分別人口の合計と総人口が合致しない場合がある。

区分 2010 年 2020 年 2030 年 2040 年 2050 年 2060 年

年少人口
（0～ 14歳）

1,762 1,662 1,764 1,904 1,775 1,684

8.5% 8.8% 10.5% 12.6% 13.0% 13.4%

生産年齢人口
（15～ 64歳）

12,250 10,037 8,901 8,053 7,736 5,876

58.9% 53.4% 52.9% 53.3% 56.6% 46.7%

老年人口
（65歳以上）

6,775 7,098 6,153 5,147 4,148 5,024

32.6% 37.8% 36.6% 34.1% 30.4% 39.9%

総人口 20,787 18,798 16,818 15,104 13,658 12,584

〈勝浦市まち・ひと・しごと創生総合戦略　概要〉

地方創生
戦
略
の
基
本
目
標
と
具
体
的
な
施
策

基
本
目
標
１

産
業
振
興
・
企
業
誘
致
・
就
業
支
援
に
よ
る
働
く
場
の
確
保

基
本
目
標
３

子
育
て
・
教
育
環
境
の
向
上
と
充
実

基
本
目
標
２

観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、
移
住
・
定
住
の
促
進

基
本
目
標
４

地
域
交
流
・
地
域
振
興
の
促
進

〇
基
幹
産
業
強
化
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化

　
　

地
場
産
業
で
あ
る
農
業
や
漁
業
に
つ

い
て
は
、
経
営
の
安
定
化
と
持
続
的
な

発
展
に
向
け
て
、
新
規
就
業
者
の
確
保

と
後
継
者
育
成
の
取
組
を
支
援
し
、
農

産
物
特
産
品
開
発
、
水
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
し
販
路
の
拡
大
に
努
め

ま
す
。

〇
出
会
い
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
が
し

や
す
い
環
境
の
実
現

　
　

男
女
の
出
会
い
の
場
の
創
出
、
妊
娠

か
ら
出
産
す
る
ま
で
の
支
援
、
産
後
の

健
や
か
な
成
長
を
見
守
る
専
門
的
な

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
子

育
て
の
負
担
感
や
不
安
の
解
消
を
図

り
ま
す
。

〇
魅
力
的
な
観
光
地
の
基

盤
づ
く
り
の
強
化

　
　

Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
観
光

案
内
所
を
軸
と
し
た
観

光
情
報
の
発
信
、
国
際

的
な
観
光
交
流
を
促
進

す
る
た
め
、
外
国
人
観

光
客
に
も
分
か
り
や
す

い
案
内
看
板
の
設
置
を

す
る
こ
と
に
よ
り
観
光

に
関
連
す
る
基
盤
整
備

強
化
に
努
め
ま
す
。

〇
主
体
性
を
持
っ
た
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
加
支
援

　
　

市
内
各
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に

対
し
、
地
域
で
解
決
す

る
意
識
を
持
ち
、
身
近

な
生
活
環
境
を
守
り
な

が
ら
、
魅
力
あ
る
も
の

に
磨
き
上
げ
て
い
く
た

め
に
地
域
の
主
体
形
成

の
支
援
を
図
り
ま
す
。

〇
地
場
産
業
の
推
進
に
よ
る
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
雇
用
の
増
進

　
　

農
業
・
漁
業
の
地
場
産
業
の
品
質
向

上
、
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
、
６
次
産
業
化

を
推
進
し
、
付
加
価
値
を
高
め
る
と
と

も
に
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
を
推
進

し
ま
す
。

〇
子
育
て
お
よ
び
教
育
に
か
か
る
施
設
な

ど
の
整
備

　
　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
、
学
校
規
模
の
適
正
化
や
適
正
配
置

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
働
い
て
い

る
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預

け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
援

す
る
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
活
動
の
充
実

と
魅
力
の
向
上

　
　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
に
か
か
る
経
費
の

補
助
に
努
め
る
と
と
も

に
、
本
市
の
自
然
、
歴

史
や
史
跡
、
生
活
や
文

化
な
ど
の
観
光
資
源
を

掘
り
起
こ
し
、
ま
ち
歩

き
マ
ッ
プ
の
作
成
や
情

報
発
信
に
努
め
ま
す
。

〇
地
域
振
興
拠
点
施
設
の

整
備

　
　

総
野
地
区
に
道
の
駅
、

上
野
地
区
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
食

料
品
や
日
用
品
が
購
入

可
能
な
生
活
利
便
性
を

備
え
、
雇
用
の
創
出
や
農

業
な
ど
の
地
域
振
興
も

図
れ
る
地
域
振
興
拠
点

施
設
の
整
備
を
検
討
し
、

地
域
交
流
・
地
域
振
興
を

促
進
さ
せ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

〇
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進

　
　

若
年
層
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
い
移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
市
役
所
内

に
相
談
で
き
る
体
制
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
都
市
住
民
へ
本

市
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
、
お
試
し
居
住
施
設
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

　
　

若
者
が
移
住
を
希
望
し
た
場

合
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
に
奨
励
金
を
交
付
し

ま
す
。

○
健
康
寿
命
の
延
伸

　
　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

寿
命
延
伸
の
た
め
に
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充

実
に
努
め
、
市
民
主
体
の
健

康
づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
国
際
武
道
大
学
と

連
携
を
図
り
、
同
大
学
の
専

門
的
な
知
識
や
経
験
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
健
康

増
進
を
図
り
ま
す
。

〇
次
世
代
産
業
の
育
成
支
援
に
よ
る
地
域

経
済
の
発
展

　
　

将
来
の
産
業
を
担
う
創
業
者
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、商
工
・
農
林
・
観
光
・

市
民
公
益
活
動
分
野
に
お
い
て
、
社
会

変
化
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

新
し
い
事
業
展
開
を
促
進
し
ま
す
。

〇
企
業
誘
致
の
強
化
・
起
業
支
援
の
強
化

　
　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出

を
図
る
た
め
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地

や
学
校
跡
地
等
を
活
用
し
、
企
業
誘
致

の
受
け
皿
と
し
て
、
企
業
か
ら
の
相
談

お
よ
び
誘
致
へ
の
体
制
を
整
え
ま
す
。
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体
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光
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拡
大
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進
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流
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進
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地
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地
場
産
業
で
あ
る
農
業
や
漁
業
に
つ

い
て
は
、
経
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の
安
定
化
と
持
続
的
な

発
展
に
向
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て
、
新
規
就
業
者
の
確
保

と
後
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者
育
成
の
取
組
を
支
援
し
、
農

産
物
特
産
品
開
発
、
水
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
し
販
路
の
拡
大
に
努
め

ま
す
。

〇
出
会
い
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
が
し

や
す
い
環
境
の
実
現

　
　

男
女
の
出
会
い
の
場
の
創
出
、
妊
娠

か
ら
出
産
す
る
ま
で
の
支
援
、
産
後
の

健
や
か
な
成
長
を
見
守
る
専
門
的
な

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
子

育
て
の
負
担
感
や
不
安
の
解
消
を
図

り
ま
す
。

〇
魅
力
的
な
観
光
地
の
基

盤
づ
く
り
の
強
化
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Ｐ
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Ｙ
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ジ
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観
光
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内
所
を
軸
と
し
た
観
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情
報
の
発
信
、
国
際

的
な
観
光
交
流
を
促
進

す
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た
め
、
外
国
人
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光
客
に
も
分
か
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や
す

い
案
内
看
板
の
設
置
を

す
る
こ
と
に
よ
り
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光

に
関
連
す
る
基
盤
整
備
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化
に
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め
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す
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〇
主
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を
持
っ
た
ま
ち

づ
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り
へ
の
参
加
支
援

　
　

市
内
各
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に

対
し
、
地
域
で
解
決
す

る
意
識
を
持
ち
、
身
近

な
生
活
環
境
を
守
り
な

が
ら
、
魅
力
あ
る
も
の

に
磨
き
上
げ
て
い
く
た

め
に
地
域
の
主
体
形
成

の
支
援
を
図
り
ま
す
。

〇
地
場
産
業
の
推
進
に
よ
る
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
雇
用
の
増
進

　
　

農
業
・
漁
業
の
地
場
産
業
の
品
質
向

上
、
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
、
６
次
産
業
化

を
推
進
し
、
付
加
価
値
を
高
め
る
と
と

も
に
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
を
推
進

し
ま
す
。

〇
子
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て
お
よ
び
教
育
に
か
か
る
施
設
な

ど
の
整
備

　
　

幼
保
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型
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
、
学
校
規
模
の
適
正
化
や
適
正
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置

を
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進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
働
い
て
い

る
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預

け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
援

す
る
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
活
動
の
充
実

と
魅
力
の
向
上

　
　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
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に
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か
る
経
費
の

補
助
に
努
め
る
と
と
も

に
、
本
市
の
自
然
、
歴

史
や
史
跡
、
生
活
や
文

化
な
ど
の
観
光
資
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を

掘
り
起
こ
し
、
ま
ち
歩

き
マ
ッ
プ
の
作
成
や
情

報
発
信
に
努
め
ま
す
。

〇
地
域
振
興
拠
点
施
設
の

整
備

　
　

総
野
地
区
に
道
の
駅
、

上
野
地
区
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
食

料
品
や
日
用
品
が
購
入

可
能
な
生
活
利
便
性
を

備
え
、
雇
用
の
創
出
や
農

業
な
ど
の
地
域
振
興
も

図
れ
る
地
域
振
興
拠
点

施
設
の
整
備
を
検
討
し
、

地
域
交
流
・
地
域
振
興
を

促
進
さ
せ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

〇
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
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ン
の
促
進

　
　

若
年
層
か
ら
高
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者
ま
で
、

幅
広
い
移
住
希
望
者
の
ニ
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ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
市
役
所
内

に
相
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で
き
る
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制
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
都
市
住
民
へ
本

市
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
、
お
試
し
居
住
施
設
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

　
　

若
者
が
移
住
を
希
望
し
た
場

合
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
に
奨
励
金
を
交
付
し

ま
す
。

○
健
康
寿
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の
延
伸

　
　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

寿
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延
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の
た
め
に
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
充

実
に
努
め
、
市
民
主
体
の
健

康
づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
国
際
武
道
大
学
と

連
携
を
図
り
、
同
大
学
の
専

門
的
な
知
識
や
経
験
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
健
康

増
進
を
図
り
ま
す
。

〇
次
世
代
産
業
の
育
成
支
援
に
よ
る
地
域

経
済
の
発
展

　
　

将
来
の
産
業
を
担
う
創
業
者
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、商
工
・
農
林
・
観
光
・

市
民
公
益
活
動
分
野
に
お
い
て
、
社
会

変
化
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

新
し
い
事
業
展
開
を
促
進
し
ま
す
。

〇
企
業
誘
致
の
強
化
・
起
業
支
援
の
強
化

　
　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出

を
図
る
た
め
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地

や
学
校
跡
地
等
を
活
用
し
、
企
業
誘
致

の
受
け
皿
と
し
て
、
企
業
か
ら
の
相
談

お
よ
び
誘
致
へ
の
体
制
を
整
え
ま
す
。



地方創生
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
中
！！

地
域
住
民
の
、
地
域
住
民
に
よ
る
、
地
域
住
民
の
た
め
の

 「
住
民
主
導
型
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」

　

今
日
の
地
域
社
会
は
、
少
子
高
齢

化
や
都
市
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
大

き
く
変
容
し
、
地
域
内
の
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
お
互
い
に
助

け
合
う
力
、
支
え
合
う
力
の
低
下
が

問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
住
民
の
方
々
が
主
体
的
に

地
域
の
こ
と
を
考
え
、参
加
・
協
力
し
、

地
域
の
課
題
や
魅
力
向
上
の
た
め
に
、

積
極
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
市
で
は
、「
住

民
主
導
型
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」

を
平
成
27
年
12
月
に
創
設
し
、
自
治

会
な
ど
の
地
縁
組
織
や
自
主
的
に
組

織
さ
れ
た
地
縁
関
連
団
体
を
対
象
に
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
と
し
て
、
専
門
家

に
よ
る
指
導
や
補
助
金
を
交
付
す
る

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
で
は
「
鵜
原
区
」
と

「
Ｚ
Ｐ
倶
楽
部
（
松
野
区
・
小
松
野

区
）」
の
２
団
体
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
選
定
し
、
平
成
27
年
４
月
に
招

へ
い
し
た
齋
藤
雪
彦
地
方
創
生
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
中
心
に
、

地
域
の
活
力
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
、

地
域
資
源
の
活
用
や
掘
り
起
こ
し
の

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
※
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い

※ワークショップとは
　さまざまな立場の人々が集まって、自由に意見を出し合い、互いの
考えを尊重しながら、意見や提案をまとめ上げていく場です。

鵜
原
区
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

様
子

Ｚ
Ｐ
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
様
子

て
、
今
後
の
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た

「
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
齋
藤
雪
彦
氏

子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

 

活
動
報
告
会

　

子
ど
も
た
ち
の
「
か
つ
う
ら
を
も
っ
と
良
い
ま
ち
に
し
た
い
！
」
と

い
う
想
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
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。
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度
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「
な
の
花
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会
」・「
音
楽
で
笑
顔
伝
え
隊
」
の
２
団
体

が
採
択
団
体
と
し
て
活
動
し
、
３
月
12
日
に
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

書
道
を
通
じ
、
勝
浦
市
の
文
化
を

よ
り
良
く
し
て
い
き
た
い
…

　

ま
ず
報
告

が
あ
っ
た
の

は
「
な
の
花

書
道
会
」
の

皆
さ
ん
。

  

「
か
い
て

つ
た
え
る

う
つ
く
し
い  

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
♥ 

か
つ
う
ら
」

を
テ
ー
マ
に
、

勝
浦
市
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
総
野
園
で

の
書
道
の
実
演
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
作
品
な

ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
通
し
て
、
入
所
者
の

方
が
元
気
で
長
生
き
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

演
奏
と
歌
に
合
わ
せ
て
書
を
書
く
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
と
、
入
所

者
の
方
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

音
楽
で
勝
浦
を
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元

気
な
街
に
…

  

「
音
楽
で
笑
顔

伝
え
隊
」
の
皆

さ
ん
は
、「
音

楽
で
勝
浦
を
笑

顔
い
っ
ぱ
い
元

気
な
街
に
し
よ

う
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
介
護
老

人
保
健
施
設「
や

す
ら
ぎ
の
郷
」

へ
の
慰
問
と
音

楽
劇
の
上
演
、
ま
た
「
か
つ
う
ら
魅
力
市
」

の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

や
す
ら
ぎ
の
郷
へ
の
慰
問
で
は
、「
お
年

寄
り
に
少
し
で
も
笑
顔
に
な
っ
て
、
長
生

き
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
い
う
気
持
ち
を

込
め
て
歌
い
、
入
所
者
の
方
も
時
に
笑
顔

で
、
時
に
真
剣
に
、
中
に
は
涙
を
流
し
て

く
だ
さ
る
方
も
見
ら
れ
、メ
ン
バ
ー
に
と
っ

て
も
大
変
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

か
つ
う
ら
魅
力
市
で
の
演
奏
は
、
大
迫

力
の
内
容
で
市
内
外
の
来
場
者
を
お
お
い

に
沸
か
せ
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て

カ
ッ
ピ
ー
が
演
奏
に
加
わ
る
な
ど
、
笑
顔

溢
れ
る
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

白
熱
し
た
質
疑
応
答

　

各
団
体
に
よ
る
実
際
の
映
像
を
交
え
た

報
告
の
後
は
、
子
ど
も
審
査
員
と
の
質
疑

応
答
の
時
間
に
。

　

審
査
会
と
同
様
子
ど
も
審
査
員
の
手
が

次
々
に
挙
が
り
、
時
に
は
厳
し
い
質
問
や
、

子
ど
も
の
視
点
な
ら
で
は
の
意
見
・
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
活
発
な
や
り
取
り
が
生
ま
れ
、

そ
れ
に
堂
々
と
答
え
る
活
動
団
体
の
メ
ン

バ
ー
も
頼
も
し
い
限
り
。

　

活
動
団
体
に
と
っ
て
も
、
子
ど
も
審
査

員
に
と
っ
て
も
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

平
成
28
年
度
の
実
施
が
決
定
！

　

平
成
28
年
度
子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
提
案
事
業
の
実
施
が
決
定
し
ま
し
た
。

詳
細
は
今
後
、
広
報
か
つ
う
ら
な
ど
に
随

時
掲
載
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
た

く
さ
ん
の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

問
合
せ　

企
画
課
地
域
活
力
推
進
係
（
☎

73
ー
６
６
５
６
）

ま
し
た
。

　

書
道
を
披
露
し
た
後
は
メ
ン
バ
ー
が
入

所
者
の
方
の
肩
を
も
み
、
皆
さ
ん
気
持
ち

よ
さ
そ
う
に
目
を
細
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

活動報告会の様子

積極的に質問する審査員



子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

 
活
動
報
告
会

　

子
ど
も
た
ち
の
「
か
つ
う
ら
を
も
っ
と
良
い
ま
ち
に
し
た
い
！
」
と

い
う
想
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
。

　

今
年
度
は
「
な
の
花
書
道
会
」・「
音
楽
で
笑
顔
伝
え
隊
」
の
２
団
体

が
採
択
団
体
と
し
て
活
動
し
、
３
月
12
日
に
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

書
道
を
通
じ
、
勝
浦
市
の
文
化
を

よ
り
良
く
し
て
い
き
た
い
…

　

ま
ず
報
告

が
あ
っ
た
の

は
「
な
の
花

書
道
会
」
の

皆
さ
ん
。

  

「
か
い
て

つ
た
え
る

う
つ
く
し
い  

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
♥ 

か
つ
う
ら
」

を
テ
ー
マ
に
、

勝
浦
市
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
総
野
園
で

の
書
道
の
実
演
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
作
品
な

ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
通
し
て
、
入
所
者
の

方
が
元
気
で
長
生
き
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

演
奏
と
歌
に
合
わ
せ
て
書
を
書
く
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
と
、
入
所

者
の
方
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

音
楽
で
勝
浦
を
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元

気
な
街
に
…

  

「
音
楽
で
笑
顔

伝
え
隊
」
の
皆

さ
ん
は
、「
音

楽
で
勝
浦
を
笑

顔
い
っ
ぱ
い
元

気
な
街
に
し
よ

う
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
介
護
老

人
保
健
施
設「
や

す
ら
ぎ
の
郷
」

へ
の
慰
問
と
音

楽
劇
の
上
演
、
ま
た
「
か
つ
う
ら
魅
力
市
」

の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

や
す
ら
ぎ
の
郷
へ
の
慰
問
で
は
、「
お
年

寄
り
に
少
し
で
も
笑
顔
に
な
っ
て
、
長
生

き
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
い
う
気
持
ち
を

込
め
て
歌
い
、
入
所
者
の
方
も
時
に
笑
顔

で
、
時
に
真
剣
に
、
中
に
は
涙
を
流
し
て

く
だ
さ
る
方
も
見
ら
れ
、メ
ン
バ
ー
に
と
っ

て
も
大
変
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

か
つ
う
ら
魅
力
市
で
の
演
奏
は
、
大
迫

力
の
内
容
で
市
内
外
の
来
場
者
を
お
お
い

に
沸
か
せ
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て

カ
ッ
ピ
ー
が
演
奏
に
加
わ
る
な
ど
、
笑
顔

溢
れ
る
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

白
熱
し
た
質
疑
応
答

　

各
団
体
に
よ
る
実
際
の
映
像
を
交
え
た

報
告
の
後
は
、
子
ど
も
審
査
員
と
の
質
疑

応
答
の
時
間
に
。

　

審
査
会
と
同
様
子
ど
も
審
査
員
の
手
が

次
々
に
挙
が
り
、
時
に
は
厳
し
い
質
問
や
、

子
ど
も
の
視
点
な
ら
で
は
の
意
見
・
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
活
発
な
や
り
取
り
が
生
ま
れ
、

そ
れ
に
堂
々
と
答
え
る
活
動
団
体
の
メ
ン

バ
ー
も
頼
も
し
い
限
り
。

　

活
動
団
体
に
と
っ
て
も
、
子
ど
も
審
査

員
に
と
っ
て
も
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

平
成
28
年
度
の
実
施
が
決
定
！

　

平
成
28
年
度
子
ど
も
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
提
案
事
業
の
実
施
が
決
定
し
ま
し
た
。

詳
細
は
今
後
、
広
報
か
つ
う
ら
な
ど
に
随

時
掲
載
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
た

く
さ
ん
の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

問
合
せ　

企
画
課
地
域
活
力
推
進
係
（
☎

73
ー
６
６
５
６
）

ま
し
た
。

　

書
道
を
披
露
し
た
後
は
メ
ン
バ
ー
が
入

所
者
の
方
の
肩
を
も
み
、
皆
さ
ん
気
持
ち

よ
さ
そ
う
に
目
を
細
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

活動報告会の様子

積極的に質問する審査員



が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
の
だ
。
プ
ラ
イ

ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
地
元
漁
師
が
勧
め
る
魚
の

こ
と
で
、
勝
浦
の
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は

も
ち
ろ
ん
カ
ツ
オ
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
勝
浦

漁
協
、
新
勝
浦
市
漁
協
の
両
女
性
部
が
腕
を

振
る
い
八
三
一
食
も
の
漬
け
丼
を
提
供
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
勝
浦
漁
協
女
性

部
長
の
渡
邉
美
恵
子
さ
ん
に
、
こ
の
漬
け
丼

に
つ
い
て
伺
う
と
、「
カ
ツ
オ
ま
つ
り
の
時

に
販
売
し
た
漬
丼
が
ベ
ー
ス
」
と
の
こ
と
。

勝
浦
定
番
の
イ
ベ
ン
ト
で
積
み
重
ね
た
実
績

が
今
回
の
受
賞
に
繋
が
っ
て
い
た
。
と
は
い

え
、「
万
能
ネ
ギ
と
す
っ
た
シ
ョ
ウ
ガ
を
添

え
る
と
い
い
な
っ
て
の
が
発
見
だ
っ
た
ね
」

と
、
更
な
る
進
化
へ
の
姿
勢
を
忘
れ
な
い
。

　

両
女
性
部
に
よ
る
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
は
市
内

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
キ
ン
メ
汁
の
振
る
舞
い

を
は
じ
め
、
今
年
の
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
で
は

カ
ツ
オ
を
使
っ
た
新
作
「
開
運
カ
ツ
」
も
披

露
。
そ
の
活
動
は
イ
ベ
ン
ト
に
留
ま
ら
ず
、

「
親
子
の
料
理
教
室
や
講
習
会
も
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
」
と
、
新
勝
浦
市
漁
協
女
性
部
長

の
江
澤
萬
里
子
さ
ん
が
付
け
加
え
た
。

　

江
澤
さ
ん
は
漁
協
に
三
〇
年
以
上
勤
め
た

後
、
女
性
部
長
と
し
て
七
組
合
が
合
併
し
た

漁
協
の
女
性
部
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
一

方
の
渡
邉
さ
ん
は
、
未い
ま

だ
現
役
の
女
性
漁
業

士
（
※
）
だ
。「
こ
れ
か
ら
〝
ベ
ン
ツ
〞
に

乗
っ
て
水
産
事
務
所
に
行
く
か
ら
」
と
言
っ

て
マ
マ
チ
ャ
リ
を
駆
る
闊
達
な
渡
邉
さ
ん
だ

が
、
漁
の
あ
る
日
は
「
二
時
に
起
床
、
三
時

頃
に
作
業
場
を
整
理
し
て
、
三
時
半
頃
に
出

航
」
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
。
特
に
イ
セ

エ
ビ
漁
が
解
禁
と
な
る
八
月
は
「
睡
眠
時
間

が
三
時
間
く
ら
い
」
に
。
漁
期
の
イ
ベ
ン
ト

活
動
は
大
変
だ
が
、
そ
ん
な
時
は
江
澤
さ
ん

た
ち
の
手
を
借
り
、
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
い
う
。

　

今
年
三
月
、
勝
浦
で
お
馴
染
み
の
料
理
が

全
国
の
注
目
を
浴
び
た
。
全
国
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
主
催
「F フ
ィ
ッ
シ
ュ
ワ
ン

ish-1

グ
ラ
ン
プ
リ
」
で

行
わ
れ
た「
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」を
使
っ

た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
全
国
の
数
あ
る
魚

料
理
の
中
か
ら
「
勝
浦
風
カ
ツ
オ
漬
け
丼
」

漬
け
丼
が
全
国
の
頂
点
に
！

3 月に実施した「おいしさいっぱい！ちばの恵
み体験ツアー」。キュステでは外房のサバ、キ
ンメダイ、ヒジキを使った調理実習が行われた

カッピービジターセンター
の企画で行われた干物作り
やところてん作り体験で
も、両女性部が活躍（写真
提供：ビジターセンター）

取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　☎0470-73-6654

ちょっと
味見てみて

自
然
、
食
、
歴
史
や
文
化
、
そ
し
て
人
…
…

勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な
が
る

「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」。
ぬ
ま
っ
ち
特
派

員
は
三
月
い
っ
ぱ
い
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
勝
浦
を
拠
点
に
、
か
つ
う
ら
し
い
ひ

と
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
い
き
ま

す
。
シ
ー
ズ
ン
２
も
乞
う
ご
期
待
で
す
！

両
部
長
、お
互
い
協
力
し
つ
つ

勝浦の各イベントでは
女性部のみなさんが
作ってくれるので
お馴染みの味。
女性部自慢の
キンメ汁

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な

が
り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

season2シーズン

12※漁業士＝県知事に認定された
漁業者で、地域のリーダー的存



な
い
ん
だ
ね
」
と
、
渡
邉
さ
ん
が
ポ
ツ
リ
。

「
海
が
か
な
り
汚
れ
て
ま
す
」
と
海
の
現
状

を
強
調
す
る
。
実
は
渡
邉
さ
ん
は
か
つ
て
ヒ

ラ
メ
漁
も
行
っ
て
い
た
が
、
五
年
ほ
ど
前
か

ら
ほ
と
ん
ど
獲
れ
な
く
な
り
、
今
は
漁
を
辞

め
て
し
ま
っ
た
。
ヒ
ラ
メ
に
限
ら
ず
、
海
の

環
境
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
魚
の
漁
獲
量
が
減
っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
確
か
に
、
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
切
り

身
か
ら
は
、
こ
う
し
た
背
景
ま
で

読
み
取
る
の
は
難
し
い
だ

ろ
う
。
一
方
、「
そ
ぼ
ろ

は
、
私
達
は
知
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
簡
単
で

お
い
し
い
。
ま
た
作
ろ
う
っ
て
思
え
る
」、

「
結
構
簡
単
に
魚
料
理
が
で
き
る
ん
だ
な
と

思
っ
た
の
で
、
レ
シ
ピ
が
あ
っ
た
ら
い
い
か

も
」
と
、
前
向
き
な
感
想
も
飛
び
交
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
、「
二
時
に
起
き

て
漁
に
出
る
っ
て
言
っ
た
ら
学
生
さ
ん
、

『
へ
ー
！
』っ
て
顔
し
て
た
」
と
渡
邉
さ
ん
が

笑
う
と
、
江
澤
さ
ん
も
「
現
場
を
知
ら
な

か
っ
た
学
生
さ
ん
が
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た

　

そ
ん
な
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
は
こ
の

日
も
健
在
だ
っ
た
。「
ま
り
ち
ゃ
ん
、ち
ょ
っ

と
味
見
て
み
て
！
」「
あ
ー
、
良
く
な
っ
た
。

い
い
お
味
が
出
て
る
ね
」。
ほ
ぐ
し
た
サ
バ

の
身
を
香
味
野
菜
と
と
も
に
炒
め
た
常
備
惣

菜
〝
サ
バ
の
お
ぼ
ろ
〞
を
味
見
す
る
二
人
は

正
に
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
の
手
早
さ
だ
。
調
理
実
習

に
参
加
し
た
学
生
に
は
キ
ン
メ
ダ
イ
の
捌さ
ば

き

方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
つ
つ
、「
目
の
周
り
が
一

番
お
い
し
い
の
。
お
姉
さ
ん
み
た
い
に
肌
が

奇
麗
に
な
る
の
よ
」
と
、
笑
顔
を
振
り
ま
く
。

こ
の
千
葉
県
主
催
の
「
お
い
し
さ
い
っ
ぱ

い
！
ち
ば
の
恵
み
体
験
ツ
ア
ー
」
は
、
栄
養

士
等
を
目
指
す
大
学
生
を
対
象
に
し
た
食
育

体
験
で
、
千
葉
の
食
材
や
現
地
の
生
産
者
が

抱
く
想
い
を
知
っ
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
る
。

　

自
ら
作
っ
た
キ
ン
メ
汁
や
サ
バ
の
味
噌
煮

を
味
わ
っ
た
後
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時

間
。
学
生
た
ち
と
、
ど
う
し
た
ら
千
葉
の
魚

を
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
え
る
か
を
、
課

題
や
解
決
法
を
挙
げ
つ
つ
考
え
た
。
学
生
か

ら
真
っ
先
に
出
た
の
は
「
魚
は
下
ご
し
ら
え

が
大
変
」
と
い
う
感
想
。
そ
れ

に
対
し
て
渡
邉
さ
ん
は
「
家

で
作
る
の
は
失
敗
し
て
も
い

い
ん
で
す
。
ま
ず
は
一
匹
の
魚

か
ら
作
っ
て
み
て
、
味
を
覚
え

る
こ
と
」
と
助
言
し
、「
お
子

さ
ん
が
で
き
た
ら
そ
れ
を
伝
え
て
欲
し
い
」

と
付
け
加
え
た
。ま
た
、「
魚
の
値
段
が
高
い
」

と
学
生
た
ち
の
意
見
に
多
か
っ
た
。「
な
ぜ

こ
う
い
う
値
段
に
な
っ
て
る
の
か
、
分
か
ら
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【江澤萬里子さん（右）】
昭和 15 年 12 月 20 日生まれ。
75歳。新勝浦市漁業協同組合女
性部部長。新官出身。漁協に30年
以上勤め退職後、女性部長に就任

【渡邉美恵子さん（左）】
昭和21年 1月 3日生まれ。
70歳。勝浦漁業協同組合女性部
部長。いすみ市大原から浜勝浦に
嫁いで来た。現役の女性漁業士と
してイセエビやサザエの漁、釣り
船を行う

ん
じ
ゃ
な
い
」
と
振
り
返
っ
た
。
技
術
や
知

識
と
と
も
に
、
現
場
の
声
が
リ
ア
ル
に
伝
わ

る
こ
と
。
地
元
の
食
と
、そ
れ
を
伝
え
る
人
々

の
姿
勢
そ
の
も
の
が
、
生
産
地
、
勝
浦
の
魅

力
な
の
だ
。
最
後
に
渡
邉
さ
ん
が
こ
う
言
っ

た
「
網
を
揚
げ
る
時
が
何
と
も
言
え
ず
に
い

い
の
よ
ね
。
朝
日
が
上
が
る
の
を
海
で
見
ら

れ
る
の
も
ね
」。
こ
の
言
葉
に
、
こ
の
地
で
生

き
る
喜
び
を
垣
間
見
た
。

「体験ツアー」の後半に行われたワーク
ショップの様子。課題やアイデアを付箋
に書き出して、グループごとに発表した

現
場
の
声
を
伝
え
る
食
育
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勝
浦
の
海
を
お
い
し
く

伝
え
る
、両
女
性
部
長 江

澤
萬
里
子
さ
ん

渡
邉
美
恵
子
さ
ん



ありがとう
清海小学校
ありがとう
清海小学校

最後の在校生将来の夢を語る

　

平
成
28
年
３
月
19
日
、
１
０
８
年
の
歴
史
あ
る
清
海
小
学

校
の
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
40
年
に
守
谷
尋
常
小
学
校
と
鵜
原
尋
常
小
学
校
が
合

併
し
て
誕
生
し
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
何
度
か
の
改
称
を

経
て
、
昭
和
33
年
の
市
制
施
行
に
よ
り
、
勝
浦
市
立
清
海
小

学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
自
ら
学
び　

心
豊
か
な
た
く
ま
し
い
児
童
の
育
成　

〜

郷
土
を
愛
す
る
子
〜
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
て
、
創
立
当
初

か
ら
レ
ベ
ル
の
高
い
教
育
活
動
を
展
開
し
、
郷
土
で
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
各
地
に
も
有
能
な
人
材
を
輩
出
し
、
日

本
の
発
展
に
多
大
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
方
々
の
熱
い
思
い
と
支
え
に
よ

り
、
輝
か
し
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
の
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
昭
和
50
年
に
は

２
３
５
人
在
籍
し
て
い
た
児
童
が
、
平
成
元
年
に
は
そ
の
半

数
を
割
り
、
平
成
27
年
度
に
は
47
人
に
ま
で
減
少
。
最
後
の

入
学
児
童
は
２
人
と
な
り
、
２
・
３
年
生
が
複
式
学
級
の
編

成
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
勝
浦
市
立
上
野
小
学
校
と
統
合
と
な

り
ま
し
た
が
、
清
海
小
学
校
の
伝
統
は
い
つ
ま
で
も
受
け
継

が
れ
、
地
域
に
勝
浦
に
深
く
根
差
し
続
け
ま
す
。

【
閉
校
時
】

◇
勝
浦
市
立
清
海
小
学
校

　

中
村
雅
明
校
長

　

児
童
数
47
名
（
う
ち
卒
業
生
18
名
）

勝
浦
市
立
清
海
小
学
校

　
　
　
　
　
　

    

閉
校
式
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一
、
青
い
海
原　

黒
潮
踊
り

　
　

波
も
お
そ
れ
ぬ　

海
の
子
わ
れ
ら

　
　

友
と
数
え
る　

か
も
め
の
姿

　
　

夢
と
未
来
を　

語
る
と
こ
ろ

　
　

あ
ゝ
清
海　

あ
ゝ
清
海

　
　

は
え
あ
る
歴
史　

う
け
つ
い
で

　
　

心
を
み
が
き　

育
つ
と
こ
ろ

　
　

伸
び
ゆ
く
清
海　

清
海
小
学
校

二
、
清
く
明
る
い　

心
と
ひ
と
み

　
　

朝
夕
ま
こ
と
を　

求
め
る
わ
れ
ら

　
　

日
ご
と
故
郷
の　

栄
え
を
胸
に

　
　

か
た
く
ち
か
い
て　

進
む
と
こ
ろ

　
　

あ
ゝ
清
海　

あ
ゝ
清
海

　
　

希
望
に
あ
ふ
れ　

す
こ
や
か
に

　
　

か
ら
だ
を
き
た
え　

学
ぶ
と
こ
ろ

　
　

輝
く
清
海　

清
海
小
学
校

　
　
　
　

サ
ト
ウ　

ハ
チ
ロ
ー　

作
詞

　
　
　
　

渡　

辺　
　

浦　

人　

作
曲

清
海
小
学
校
校
歌

らら

二二二二
、

中村雅明校長あいさつ

閉校記念碑

校歌斉唱

刈込欣一実行委員長あいさつ

校旗返納

いつまでも忘れない
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第３回Ｆｉｓｈ－１グランプリ
「勝浦風カツオ漬け丼」が

グランプリ獲得

親子の笑顔が満開
子ども子育てフェスタかつうら

勝浦・御宿にサーフィン競技を
遠藤大臣に要望書を提出

　３月６日、東京日比谷公園を会場に「第３回Ｆｉｓｈー１グランプ
リ」料理コンテストが開催され、ＪＦ千葉漁連を代表して出場した勝
浦漁協女性部・新勝浦市漁協女性部の「勝浦風カツオ漬け丼」が見
事、プライドフィッシュ部門でグランプリ（１位）に輝きました。
　プライドフィッシュとは、全国各地の漁師が自信を持って勧める魚
として、各地の漁連・漁協が季節ごとに、旬を迎える魚の中から１種
ずつ選定。千葉県では「初カツオ」のほかに、「銚子の入梅いわし」「千
葉のイセエビ」「江戸前千葉海苔」が選定されています。
　同グランプリは「魚を食べる機会が減っ
ているといわれる中で、まだまだ知られて
いない水産物を知ってほしい」と、日本の
水産物にスポットを当てた、年に一度の魚
の祭典として、全国漁業協同組合連合会が
主催しています。

　２０２０年東京五輪の追加種目候補となっ
ている「サーフィン競技」の会場候補地に勝
浦・御宿を選定してもらうことを目的に、３
月２９日、猿田市長、石田御宿町長、小高県議
など関係者が遠藤五輪競技担当大臣を訪問
し、要望書を提出しました。

　３月１３日、市では芸術文化交流センターを会場として、子
育て世代の交流を図ることを目的に、多様な世代が集えるイベ
ント「子ども子育てフェスタかつうら」を開催しました。
　勝浦市の当日の星空を再現した出張プラネタリウムやち
びっ子縁日、親子デザート教室など、子どもと大人が一緒に楽
しめる内容となったイベントにはおよそ２，０００人が来場し
ました。
　ホールで行われた、チュバチュバワンダーランドによるス
テージショーでは、千葉を愛するヒーローのキャプテン☆Cら
と勝浦カッピー、チーバくんが競演。家族連れで埋め尽くされ
た観客席では子どもたちがダンスを踊るなど、大変盛り上がり
ました。
　来場者からは「楽しかった」「また開催してほしい」といった
声も聞かれ、多くの親子の笑顔が絶えない一日となりました。

Katsuura 
Topics

遠藤大臣に要望書を提出

表彰式の様子

勝浦風カツオ漬け丼

大盛況のチュバチュバワンダーランドショー

輪投げを楽しむ子どもたち
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Katsuura Topics

いきいきちばっ子
「元気アップ・プラン大作戦」コンクール

上野小と勝浦中に優秀賞

火災に備えて
上野地区消防演習

いざというときに備えましょう
自主防災組織訓練

勝浦によさこいの息吹を
キュステYOSAKOI“始”

　豊かな人間性やたくましい体をはぐくみ、一生を通して健康・体
力づくりを進めていくための意欲や方法を身につけさせることを
目的に、千葉県教育委員会が開催した、いきいきちばっ子「元気アッ
プ・プラン大作戦」コンクールで優秀賞に輝いた上野小学校と勝浦
中学校に表彰状が贈られました。
　この賞は、同委員会が策定した、「いきいきちばっ子健康・体力づ
くりモデルプラン」を活用し、積極的に健康・体力づくりに取り組
んだ県内の小、中、高校を合わせた中から３校のみに贈られたもの
で、市内から２校が受賞するという快挙に、チーバ君とカッピーが
駆けつけ、お祝いしてくれました。

　３月６日、大森区内で市消防団本部および第４分団に
よる上野地区消防演習が行われました。
　今回の演習は、上野農免道路沿いの山林の火災を想定
し、ポンプ車１台、小型動力ポンプ積載車３台による自然

　３月５日、防災備蓄センター前で市内自主防災組織に
よる訓練が行われました。
　訓練には、各組織より合わせて４５名が参加。消防署
員による住宅用火災警報器、初期消火後の対応、火災が起

　３月２０日、芸術文化交流センターで、キュステ
YOSAKOI“始”が開催されました。勝浦市にも“よさこ
い”の文化を根付かせようとの思いから始まったこの企
画。午前中に行われた市民を対象としたよさこい教室に
は、２歳から７８歳まで幅広い年齢層の方１４名が参加
しました。
　午後からは、県内で活躍しているよさこいチーム７団
体による演舞を披露。ステージいっぱいに繰り広げられ
る踊りと、力強く舞い、はためく大旗。その熱気に包まれ
た客席からは、大きな歓声と拍手が送られました。また、
午前中によさこい教室に参加した受講生もステージへ。
初めてながら、堂々と舞い踊りました。
　今後は、キュステカルチャースクールの一環として「よ
さこい教室」を開催いたします。　※詳しくは20ページ
をご覧ください。

水利を利用した中継放
水での訓練。林野火災現
場での迅速な消火技術
の向上を図りました。
　消防演習は、消防団員
の技術向上と付近住民
の火災への警戒心の喚
起を促すことを目的に
行われています。

きたときの対応、
１１９番通報要領
の説明に続き、勝浦
市消防団女性消防
隊員の指導の下、初
期消火訓練が行わ
れました。

上野小学校

勝浦中学校

消防署員指導の下、
演習を行う

女性消防団員から、
消火器の使い方を学ぶ練習の成果をステージで披露する
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マイステージ スポ～ツ＆カルチャ～（敬称略）

◇
形
競
技

低
学
年
男
子

　

優　

勝　

鈴
木　

聡
太
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　

準
優
勝　

高
橋　

亮
太
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　

３　

位　

中
村　

恭
輔
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

低
学
年
女
子

　

優　

勝　

菅
生　

楽
佳
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

　

準
優
勝　

鳥
海　

綾
花
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　

３　

位　

久
我　

芽
生
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

中
学
年
男
子

　

優　

勝　

鈴
木　

真
翔
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　

準
優
勝　

渡
辺　

将
弘
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

　

３　

位　

武
部　

颯
輝
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

中
学
年
女
子

　

優　

勝　

中
山
ひ
ま
り
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　

準
優
勝　

吉
野
菜
々
子
（
茂
原
武
道
館
）

　

３　

位　

山
田　

琴
己
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

高
学
年
男
子

　

優　

勝　

阿
部　

大
輝
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

杉
村
光
太
郎
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

３　

位　

小
関　

一
颯
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

高
学
年
女
子

　

優　

勝　

小
林
亜
結
子
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

準
優
勝　

井
桁　

芽
香
（
茂
原
武
道
館
）

　

３　

位　

飯
田　

ゆ
ず
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

中
学
生
男
子

　

優　

勝　

渡
辺　

勇
気
（
日
本
武
道
館
武
道
学
園
）

　

準
優
勝　

石
井　

久
夢
（
和
空
会
）

　

３　

位　

渡
辺　

真
凛
（
拳
栄
会
大
原
）

中
学
生
女
子

　

優　

勝　

小
林
真
緒
子
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

準
優
勝　

日
下
田　

凛
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

渡
辺　

真
彩
（
拳
栄
会
大
原
）

◇
組
手
競
技

低
学
年
男
子

　

優　

勝　

中
村　

恭
輔
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

　

準
優
勝　

岩
下　

駿
斗
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

高
橋　

亮
太
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　
　
　
　
　

太
田　

晃
義
（
剛
柔
流
幸
心
館
）

第２５回世界子ども愛樹祭コンクール

詩・作文の部
　みどりの賞福岡県教育委員会賞・鈴木　優花（上野小６年）

第
24
回
「
勝
浦
市
空
手
道
大
会
」　

３
／
27
北
中
学
校
体
育
館

低
学
年
女
子

　

優　

勝　

菅
生　

楽
佳
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

　

準
優
勝　

久
我　

芽
生
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

３　

位　

日
下
田　

杏
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　
　
　
　
　

小
高
こ
と
は
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

中
学
年
男
子

　

優　

勝　

山
脇　

勇
希
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

　

準
優
勝　

菅
生　

大
心
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

　

３　

位　

太
田　

晴
真
（
剛
柔
流
幸
心
館
）

　
　
　
　
　

武
部　

颯
輝
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

中
学
年
女
子

　

優　

勝　

中
山
ひ
ま
り
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　

準
優
勝　

飯
田　

も
も
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

　

３　

位　

山
田　

琴
己
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　
　
　
　
　

前
原
菜
々
美
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

高
学
年
男
子

　

優　

勝　

ロ
ー
タ
ー
海
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

準
優
勝　

小
関　

一
颯
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

３　

位　

杉
村　

星
伍
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　
　
　
　
　

杉
村
光
太
郎
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

高
学
年
女
子

　

優　

勝　

飯
田　

ゆ
ず
（
全
日
本
空
手
道
葵
會
館
）

　

準
優
勝　

井
桁　

芽
香
（
茂
原
武
道
館
）

　

３　

位　

永
野　

楓
月
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

中
学
生
男
子

　

優　

勝　

石
井　

久
夢
（
和
空
会
）

　

準
優
勝　

渡
辺　

真
凛
（
拳
栄
会
大
原
）

　

３　

位　

池
田　

俊
之
（
拳
栄
会
大
原
）

中
学
生
女
子

　

優　

勝　

日
下
田　

凛
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

準
優
勝　

渡
辺　

真
彩
（
拳
栄
会
大
原
）

市
俳
句
会

髙

俳
句
（
一
般
）

句
会
「
上
総
」

※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
原
稿
は
「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
20
日
発
行
号
は
短
歌
の
予
定
で
す
。
４
月
22
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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婦人学級 対象：上野地区在住の女性　定員：60 名

女性の生き方と地域の関わりを知り、人生を豊かに生きるため
の学習をします。

期　日 学　習　内　容 形　態 場　所

５月１８日㈬
開校式、大地震に備
えよう
生活に役立つ救急法

講　義
実　習 上野集会所

６月２４日㈮ 生活習慣病予防と食事 実　技 芸術文化
交流センター

７月２２日㈮ インターネットを体験
しよう 実　技 上野小学校

１０月２５日㈫ 見聞を広めよう 野外学習 文 化 施 設

１２月上旬 市政から学ぼう 議会傍聴 市 役 所

１月２５日㈬ 女性のための健康体
操、閉講式 実　技 市 役 所

家庭教育学級
心身ともに健康で豊かな子どもを育てるため、家庭教育の重要
さの理解、家庭の教育力の向上を図ります。

学　　　級 期　間 場　所 回数

総野小学校家庭教育学級

４月～３月

総野小学校 ３回

勝浦小学校家庭教育学級 勝浦小学校 ３回

豊浜小学校家庭教育学級 豊浜小学校 ３回

興津中学校家庭教育学級 興津中学校 ２回

高齢者学級 対象：60 歳以上の方　定員：120 名

生きがいをもって充実した生活が送れるよう、教養を高め、健
康を増進し、高齢期の生活への理解を深めます。

期　日 学　習　内　容 形　態 場　所

５月１０日㈫
開校式、知識や教養を
高める
勝浦市の今後の展望

講　義 芸術文化
交流センター

６月　２日㈭
　　　７日㈫
　　　９日㈭
　　１５日㈬

見聞を広める
歴史遺産、文化施設の見学
貨幣博物館、三井記念
美術館、日本橋散策

野外学習 東 京 都

９月　８日㈭
生活上の課題を学ぶ
足がダメでも手がある
さ

講　義 芸術文化
交流センター

１０月１８日㈫
　１９日㈬

健康の増進をはかる
パークゴルフ 実　技 勝浦パーク

ゴ ル フ 場

11月１０日㈭
地域の理解を深める
子や孫に語れる勝浦の
歴史

講　義 市 役 所

12月　５日㈪
生きがいと健康
健康長寿の花づくり、
閉講式

実　技 芸術文化
交流センター

大洋家庭教育学級 対象：子を持つ親　定員：60 名

我が子が洋々たる海原のように、心身ともに健康で優しくたくま
しく育つことを願い、親自身の向上、親の役割を学びます。

期　日 学　習　内　容 形　態 場　所

５月２４日㈫ 開校式、歯を大切にする
家庭教育

講　義
実　技

芸術文化
交流センター

６月２３日㈭ おしゃべりパーク 座談会 芸術文化
交流センター

７月　６日㈬ 身体を動かそう
ヨガ 実　技 芸術文化

交流センター

９月２８日㈬ 見よう聞こう 見　学 清掃センター

10月２７日㈭ なんでも作ってみよう
リースづくり 実　技 市 役 所

11月１６日㈬ 見聞を広めよう
貨幣博物館、日本橋散策 野外学習 東 京 都

２月　１日㈬ 調理実習、閉講式 実　習 芸術文化
交流センター

その他の教室
地域の皆さんにご協力いただき、土曜日・日曜日などを利用して、
下記の教室を開催します。申込方法など、詳しくは、後日お知ら
せします。

内　　　容 期日 回数 会　場（予定）

磯の生きもの探訪 ６月 １回 海の博物館周辺の磯

キックベースボール
教室 ７月 ２回 未　定

ウォーキング教室 年間 ２回 市内１回・市外１回

申込・問合せ　教育委員会社会教育課  ☎７３－６６６５

参加者募集!!

『教育委員会各種教室』
平成２8年度

いろいろな知識を

深めましょう！
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芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
ü
ｓ
ｔ
ｅ
）
で
開
催
す
る
各
ス
ク
ー
ル
で
す
。
昨
年
度
人
気
の
あ
っ
た

ス
ク
ー
ル
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
る
ス
ク
ー
ル
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
あ
な

た
も
参
加
し
て
み
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せ
ん
か
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市
内
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住
・
在
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・
在
学
の
方 
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４
月
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日
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〜
５
月
１
日
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申
込
・
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合
せ
　

勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
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ご
案
内

カ
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チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
　

  

ご
案
内

Ｋ
ü
ｓ
ｔ
ｅ　地域に根付き、地域への想いと後世への願いを込め

て舞い踊る“YOSAKOI”。去る３月２０日、勝浦の
文化史に“YOSAKOI”が刻まれた。あの日、暗やみ
と静寂の中から一気にさく裂した音楽と照明に抱かれ
て、色艶やかな衣装が舞い踊り、大旗は何度も空気を
切り裂いた。見入る人々は拍手と喝采をもってその舞
いを称えた。
　派手で、粋で、縁起物的な側面を持つこの
“YOSAKOI”を勝浦に根付かせることを最終到達点
として、キュステYOSAKOI スクール開講決定！！
　集え！踊り子！集え！旗士！老若男女全く関係無し！
　「さあ来い！よさこい！勝浦へ！」が、みんなをつ
なぐ合言葉！！

開講日程　初回５月１６日㈪　
　　　　　以降、毎週月曜日に開催（全２６回） 
時　　間　19：00～ 21：00   
受 講 費　無料     
募集人員　３０名程度

　満開の花も、そして散りゆく花も、同じ命。等
しくかけがえのないものだと考え、自分で生けあ
げた花の命の移ろいを最後まで見届け、時節の移
り変わりに思いを馳せることができるのが生け花
の魅力。さあ、皆さんも花のある暮らしを楽しみ
ましょう。

開講日程　
　５月２１日（土）・６月１８日（土）・
　７月１６日（土）・８月２０日（土）・
　９月１７日（土）（全５回） 
時　　間　13：30～ 15：30
受 講 費　無料
　（別途花材費（１回1,500円程度）がかかります）
募集人員　１５人 

　ヨーロッパで人気の「枯れないお花」、プリザー
ブドフラワーをご存知ですか？ドライフラワーと
は違う、まるで昨日開花したような状態が何年も
続く不思議なお花です！生花の自然な風合いと美
しさをそのまま残し、長い間楽しむことができま
す。大好きな花の一番美しい瞬間をずっとあなた
のそばに。 

開講日程
　５月１４日（土）・６月１１日（土）・
　７月９日（土）・８月６日（土）・
　９月１０日（土）・１０月８日（土）（全６回）
時　　間　13：30～ 15：30
受講費　無料
　（別途花材費（１回2,500円程度）がかかります）
募集人員　２０人  

キュステ 
YOSAKOI スクール

Ｋüsteフラワースクール

キュステYOSAKOI プロジェクト2016 
第２弾

はじめて生ける．．．生け花コース 簡単！フラワーアレンジメントコース 
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　　　　　以降、毎週月曜日に開催（全２６回） 
時　　間　19：00～ 21：00   
受 講 費　無料     
募集人員　３０名程度

　満開の花も、そして散りゆく花も、同じ命。等
しくかけがえのないものだと考え、自分で生けあ
げた花の命の移ろいを最後まで見届け、時節の移
り変わりに思いを馳せることができるのが生け花
の魅力。さあ、皆さんも花のある暮らしを楽しみ
ましょう。
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　ヨーロッパで人気の「枯れないお花」、プリザー
ブドフラワーをご存知ですか？ドライフラワーと
は違う、まるで昨日開花したような状態が何年も
続く不思議なお花です！生花の自然な風合いと美
しさをそのまま残し、長い間楽しむことができま
す。大好きな花の一番美しい瞬間をずっとあなた
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　こだわり手打ちうどんの作り方を学ぶ教室です。
作った後は試食！ 自分で作って食べるうどんの味
は格別です！家族や仲間にも振る舞いましょう！
最初のうちはあまり良い出来とはならないと思い
ますが、回を重ねる毎に上達していく自分の「手
打ちうどん」を楽しみましょう！

開講日程　
　５月９日（月）・６月６日（月）・
　７月４日（月）（全３回）  
時　　間　1３：00～ 1６：00
受 講 費　無料
 　　　　 ※別途材料費（１回500円程度）
募集人員　１２人

　知識を深め、豆の焙煎やドリップ方法を学び、
香り豊かでほのかに甘い、コーヒーそのものの風
味を余すことなく味わう術を学ぶ教室です。世界
中のコーヒーを飲み比べて、あなたの至高の一杯
を探しましょう。

開講日程　
　５月２１日（土）・６月１８日（土）・
　７月１６日（土）（全３回）  
時　　間　10：00～ 12：00 
受 講 費　３，０００円    
募集人員　１５人

　パン作り未経験の方にも気軽に参加していただ
けるパン作り教室です。毎日の生活に、週末の楽
しみに、家族に、仲間に、あなたが作る焼きたて
パンを！（２人１組での作業になります）

開講日程　
　６月５日（日）・７月３日（日）・８月７日（日）・
　９月４日（日）・１０月２日（日）・
　１１月６日（日）　（全６回）
時　　間　13：00～ 16：00   
受 講 費　無料
　　　　　※別途材料費（１回１,000円程度）
募集人員　１８人（小学校４年生以上の方）

　美しい日本の四季。移ろいゆく季節に想いを馳
せながら、紅茶を楽しみませんか？紅茶の美味し
い淹れ方や茶葉の選び方はもちろんのこと、カッ
プ＆ソーサーなどの器を楽しむ事も忘れず、歴史
や産地別の特色・アレンジの仕方等も勉強し、紅
茶の奥深さを学ぶ教室です。春のテーマは「世界
三大紅茶を学ぶ。」◇ダージリン・ウバ ･キームン
の産地や茶葉の特色を知る。◇試飲と利き紅茶を
楽しむ。◇Ｗポット方式の紅茶の淹れ方。◇カッ
プ＆ソーサーの選び方。◇お好きな紅茶を正しく
淹れてみよう。◇フードペアリング：紅茶とスイー
ツ！！！です。紅茶があなたを想像の航海へと連
れ出してくれます！

開講日程　６月１５日（水）（全１回）
時　　間　13：30～ 15：30   
受 講 費　１, ８００円
募集人員　１０人

　ロシアのピロシキやアメリカのベーグルなど、
日本でもおなじみの世界のパンを作るクッキング
スクールです。

●金曜クラス
開講日程　
　５月６日、５月２７日、７月２２日、
　８月２６日、９月２３日（全５回）
時　　間　18：00～ 21：00   
募集人員　１２人（高校生以上の方）
受 講 費　無料
　　　　　※別途材料費（１回１,500円程度）

●土曜クラス  
開講日程　
　５月７日、５月２８日、７月２３日、
　８月２７日、９月２４日（全５回）
時　　間　13：00～ 16：00   
募集人員　１２人（高校生以上の方）
受 講 費　無料
　　　　　※別途材料費（１回１,500円程度）

Ｋüste
クッキングスクール

手打ちうどん道場
～さあ、うどんを打とう！～

山峡の焙煎師が伝える技。
コーヒードリップマスターコース

おいしいパンを作ってみようコース

香る教室　～紅茶四季報・春～

世界のパンをつくってみようコース

KATSUURA 2016.4.1521



　

勝
浦
駅
〜
御
宿
駅
線
、
勝
浦
〜
簡
易
保
険
セ
ン
タ
ー
・
海
中
公
園
線
、

大
多
喜
〜
勝
浦
・
塩
田
病
院
線
の
３
路
線
の
時
刻
表
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
時
刻
表
は
、
バ
ス
停
の
一
部
を
省
略
し
て

お
り
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ
く
バ
ス
停
の
記
載
が
無
い
場
合
は
、
ご
利

用
い
た
だ
く
バ
ス
停
に
て
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

小
湊
鉄
道
㈱
長
南
営
業
所

　
（
☎
０
４
７
５

－

46

－

３
５
８
１
）

大多喜車庫 6:20 8:20 10:00 10:30 12:55 15:30 16:45 17:35
四ツ石 6:35 8:35 10:15 10:45 13:10 15:45 17:00 17:50
佐野宮下 6:36 8:36 10:16 10:46 13:11 15:46 17:01 17:51
市ノ川 ↓ 7:20 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
又新 ↓ 7:22 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
市ノ郷 ↓ 7:22 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
真福寺前 ↓ 7:23 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
三条入口 6:38 7:25 8:38 10:18 10:48 13:13 15:48 17:03 17:54
松野下口 6:40 7:27 8:40 10:20 10:50 13:15 15:50 17:05 17:56
松野 6:42 7:29 8:42 10:22 10:52 13:17 15:52 17:07 17:58
かに田 6:44 7:31 8:44 10:24 10:54 13:19 15:54 17:09 18:00
白木 6:47 7:34 8:47 10:27 10:57 13:22 15:57 17:12 18:03

新戸寺の下 6:50 7:37 8:50 10:30 11:00 13:25 16:00 17:15 18:06
新田（大多喜） 6:53 7:40 8:53 10:33 11:03 13:28 16:03 17:18 18:08

関谷 6:54 7:41 8:54 10:34 11:04 13:29 16:04 17:19 18:10
勝浦駅 6:58 7:45 8:58 10:38 11:08 13:33 16:08 17:24 18:24

勝浦駅入口 6:59 7:46 8:59 10:39 11:09 13:34 16:09 止 止
塩田病院 7:02 7:48 9:02 10:42 11:12 13:37 16:13

大多喜車庫 7:45 10:00 12:55 16:40 塩田病院 11:42 17:22
四ツ石 8:00 10:15 13:10 16:55 勝浦駅入口 11:44 17:24
佐野宮下 8:01 10:16 13:11 16:56 勝浦駅 8:40 11:50 15:32 17:30
市ノ川 ↓ ↓ ↓ ↓ 関谷 8:43 11:53 15:35 17:33
又新 ↓ ↓ ↓ ↓ 新田（大多喜） 8:44 11:54 15:36 17:34
市ノ郷 ↓ ↓ ↓ ↓ 新戸寺の下 8:47 11:57 15:39 17:37
真福寺前 ↓ ↓ ↓ ↓ 白木 8:50 12:00 15:42 17:40
三条入口 8:03 10:18 13:13 16:58 かに田 8:53 12:03 15:45 17:43
松野下口 8:05 10:20 13:15 17:00 松野 8:55 12:05 15:47 17:45
松野 8:07 10:22 13:17 17:02 松野下口 8:57 12:07 15:49 17:47
かに田 8:09 10:24 13:19 17:04 三条入口 8:59 12:09 15:51 17:49
白木 8:12 10:27 13:22 17:07 真福寺前 ↓ ↓ 15:53 17:51

新戸寺の下 8:15 10:30 13:25 17:10 市ノ郷 ↓ ↓ 15:54 17:52
新田（大多喜） 8:18 10:33 13:28 17:13 又新 ↓ ↓ 15:54 17:52
関谷 8:19 10:34 13:29 17:14 市ノ川 ↓ ↓ 15:56 17:54
勝浦駅 8:24 10:38 13:33 17:18 佐野宮下 9:01 12:11 16:01 17:59

勝浦駅入口 止 10:39 13:34 17:19 四ツ石 9:02 12:12 16:02 18:00
塩田病院 10:42 13:36 17:22 大多喜車庫 9:20 12:28 16:17 18:17

塩田病院 6:42 7:17 9:22 11:42 13:57 16:18 17:12
勝浦駅入口 6:44 7:19 9:24 11:44 13:59 16:20 17:14
勝浦駅 6:50 7:25 8:40 9:30 11:50 14:05 15:32 16:22 17:15
関谷 6:53 7:28 8:43 9:33 11:53 14:08 15:35 16:25 17:18

新田（大多喜） 6:54 7:29 8:44 9:34 11:54 14:09 15:36 16:26 17:19
新戸寺の下 6:57 7:32 8:47 9:37 11:57 14:12 15:39 16:29 17:22
白木 7:00 7:35 8:50 9:40 12:00 14:15 15:42 16:32 17:25
かに田 7:03 7:38 8:53 9:43 12:03 14:18 15:45 16:35 17:28
松野 7:05 7:40 8:55 9:45 12:05 14:20 15:47 16:37 17:30

松野下口 7:07 7:42 8:57 9:47 12:07 14:22 15:49 16:39 17:32
三条入口 7:09 7:44 8:59 9:49 12:09 14:24 15:51 16:41 17:34
真福寺前 7:11 ↓ ↓ ↓ 12:11 ↓ 15:53 16:43 17:36
市ノ郷 7:12 ↓ ↓ ↓ 12:12 ↓ 15:54 16:44 17:37
又新 7:12 ↓ ↓ ↓ 12:12 ↓ 15:54 16:44 17:37
市ノ川 7:15 ↓ ↓ ↓ 12:14 ↓ 15:56 16:46 17:39
佐野宮下 止 7:46 9:01 9:51 12:19 14:26 16:01 16:51 17:44
四ツ石 7:47 9:02 9:52 12:20 14:27 16:02 16:52 17:45

大多喜車庫 8:04 9:20 10:09 12:35 14:44 16:17 17:07 18:02

大多喜～勝浦・塩田病院線（平日）

大多喜～勝浦・塩田病院線（土日祝）
平成28年 4月 1日改正

平成28年 4月 1日改正

市
内
路
線
バ
ス
の

　
 

時
刻
表
が
変
わ
り
ま
し
た
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勝浦駅 6:20 7:26 8:27 11:00 11:55 14:40 17:10 御宿駅 6:50 8:00 8:44 11:20 12:25 15:15 17:35
勝浦駅入口 6:21 7:27 8:28 11:01 11:56 14:41 17:11 部原海岸 6:59 8:09 8:53 11:29 12:34 15:24 17:44
塩田病院 6:23 7:29 8:30 11:03 11:58 14:43 17:13 部原三又 ↓ ↓ 8:54 ↓ ↓ ↓ 17:45
車庫前 6:24 7:30 8:31 11:04 11:59 14:44 17:14 新官入口 ↓ ↓ 8:55 ↓ ↓ ↓ 17:46

勝浦若潮高校前 6:25 7:31 8:32 11:05 12:00 14:45 17:15 瀬戸入口 ↓ ↓ 8:56 ↓ ↓ ↓ 17:47
瀬戸入口 6:26 7:32 8:33 11:06 ↓ ↓ 17:16 部原 7:00 8:10 ↓ 11:30 12:35 15:25 ↓
新官入口 6:27 7:33 8:34 11:07 ↓ ↓ 17:17 部原港入口 7:02 8:12 ↓ 11:32 12:37 15:27 ↓
部原三又 6:28 7:34 8:35 11:08 ↓ ↓ 17:18 漁業協同組合 7:03 8:13 ↓ 11:33 12:38 15:28 ↓

梨の木第一団地前 ↓ ↓ ↓ ↓ 12:01 14:46 ↓ 新官 7:04 8:14 ↓ 11:34 12:39 15:29 ↓
勝浦市役所 ↓ ↓ ↓ ↓ 12:02 14:47 ↓ 豊浜小入口 7:05 8:15 ↓ 11:35 12:40 15:30 ↓
豊浜小入口 ↓ ↓ ↓ ↓ 12:05 14:50 ↓ 勝浦市役所 7:08 8:18 ↓ 11:38 12:43 15:33 ↓
新官 ↓ ↓ ↓ ↓ 12:06 14:51 ↓ 梨の木第一団地前 7:09 8:19 ↓ 11:39 12:44 15:34 ↓

漁業協同組合 ↓ ↓ ↓ ↓ 12:07 14:52 ↓ 勝浦若潮高校前 7:10 8:20 8:57 11:40 12:45 15:35 17:48
部原港入口 ↓ ↓ ↓ ↓ 12:08 14:53 ↓ 車庫前 7:11 8:21 8:58 11:41 12:46 15:36 17:49
部原 ↓ ↓ ↓ ↓ 12:10 14:55 ↓ 塩田病院 7:12 8:22 8:59 11:42 12:47 15:37 17:50
部原海岸 6:29 7:35 8:36 11:09 12:11 14:56 17:19 勝浦駅入口 7:14 8:24 9:01 11:44 12:49 15:39 17:52
御宿駅 6:37 7:43 8:44 11:17 12:17 15:02 17:27 勝浦駅 7:15 8:25 9:02 11:45 12:50 15:40 17:53

平日 〇 〇 平日 〇 〇 土　曜 〇 〇 〇 土　曜 〇 〇 〇
日祝日 〇 × 〇 日祝日 〇 × 〇

勝浦駅 9:10 14:50 簡易保養センター 9:40 15:07 勝浦駅 9:10 10:35 14:50 簡易保養センター 9:40 15:07
勝浦駅入口 9:10 14:50 勝浦サニーパーク 9:41 15:08 勝浦駅入口 9:10 10:35 14:50 勝浦サニーパーク 9:41 15:08
串浜海水浴場 9:13 14:53 清海小学校入口 9:43 15:10 串浜海水浴場 9:13 10:38 14:53 清海小学校入口 9:43 15:10
郁文小学校前 9:14 14:54 鵜原坂 9:44 15:11 郁文小学校前 9:14 10:39 14:54 鵜原坂 9:44 15:11
松部新屋 9:15 14:55 海中公園センター ↓ ↓ 松部新屋 9:15 10:40 14:55 海中公園センター ↓ 10:55 ↓
松部 9:16 14:56 鵜原駅前 ↓ ↓ 松部 9:16 10:41 14:56 鵜原駅前 ↓ 10:58 ↓
松部港 9:17 14:57 鵜原三又 9:45 15:12 松部港 9:17 10:42 14:57 鵜原三又 9:45 10:59 15:12
吉尾入口 9:18 14:58 吉尾入口 9:46 15:13 吉尾入口 9:18 10:43 14:58 吉尾入口 9:46 11:00 15:13
鵜原三又 9:19 14:59 松部港 9:47 15:14 鵜原三又 9:19 10:44 14:59 松部港 9:47 11:01 15:14
鵜原駅前 ↓ ↓ 松部 9:48 15:15 鵜原駅前 ↓ 10:45 ↓ 松部 9:48 11:02 15:15

海中公園センター ↓ ↓ 松部新屋 9:49 15:16 海中公園センター ↓ 10:50 ↓ 松部新屋 9:49 11:03 15:16
鵜原坂 9:20 15:00 郁文小学校前 9:50 15:17 鵜原坂 9:20 止 15:00 郁文小学校前 9:50 11:04 15:17

清海小学校入口 9:21 15:01 串浜海水浴場 9:51 15:18 清海小学校入口 9:21 15:01 串浜海水浴場 9:51 11:05 15:18
勝浦サニーパーク 9:23 15:03 勝浦駅入口 9:54 15:21 勝浦サニーパーク 9:23 15:03 勝浦駅入口 9:54 11:08 15:21
簡易保養センター 9:26 15:06 勝浦駅 9:56 15:23 簡易保養センター 9:26 15:06 勝浦駅 9:56 11:10 15:23

土曜日 日祝日
勝浦駅 7:26 8:27 11:00 11:55 14:40 16:15 17:15 17:15 御宿駅 8:00 8:44 11:20 12:25 15:15 16:45 17:35
勝浦駅入口 7:27 8:28 11:01 11:56 14:41 16:16 17:16 17:16 部原海岸 8:09 8:53 11:29 12:34 15:24 16:54 17:44
塩田病院 7:29 8:30 11:03 11:58 14:43 16:18 17:18 17:18 部原三又 ↓ 8:54 ↓ ↓ ↓ ↓ 17:45
車庫前 7:30 8:31 11:04 11:59 14:44 16:19 17:19 17:19 新官入口 ↓ 8:55 ↓ ↓ ↓ ↓ 17:46

勝浦若潮高校前 7:31 8:32 11:05 12:00 14:45 16:20 17:20 17:20 瀬戸入口 ↓ 8:56 ↓ ↓ ↓ ↓ 17:47
瀬戸入口 7:32 8:33 11:06 ↓ ↓ ↓ 17:21 ↓ 部原 8:10 ↓ 11:30 12:35 15:25 16:55 ↓
新官入口 7:33 8:34 11:07 ↓ ↓ ↓ 17:22 ↓ 部原港入口 8:12 ↓ 11:32 12:37 15:27 16:57 ↓
部原三又 7:34 8:35 11:08 ↓ ↓ ↓ 17:23 ↓ 漁業協同組合 8:13 ↓ 11:33 12:38 15:28 16:58 ↓

梨の木第一団地前 ↓ ↓ ↓ 12:01 14:46 16:21 ↓ 17:21 新官 8:14 ↓ 11:34 12:39 15:29 16:59 ↓
勝浦市役所 ↓ ↓ ↓ 12:02 14:47 16:22 ↓ 17:22 豊浜小入口 8:15 ↓ 11:35 12:40 15:30 17:00 ↓
豊浜小入口 ↓ ↓ ↓ 12:05 14:50 16:25 ↓ 17:25 勝浦市役所 8:18 ↓ 11:38 12:43 15:33 17:03 ↓
新官 ↓ ↓ ↓ 12:06 14:51 16:26 ↓ 17:26 梨の木第一団地前 8:19 ↓ 11:39 12:44 15:34 17:04 ↓

漁業協同組合 ↓ ↓ ↓ 12:07 14:52 16:27 ↓ 17:27 勝浦若潮高校前 8:20 8:57 11:40 12:45 15:35 17:05 17:48
部原港入口 ↓ ↓ ↓ 12:08 14:53 16:28 ↓ 17:28 車庫前 8:21 8:58 11:41 12:46 15:36 17:06 17:49
部原 ↓ ↓ ↓ 12:10 14:55 16:30 ↓ 17:30 塩田病院 8:22 8:59 11:42 12:47 15:37 17:07 17:50

部原海岸 7:35 8:36 11:09 12:11 14:56 16:31 17:24 17:31 勝浦駅入口 8:24 9:01 11:44 12:49 15:39 17:09 17:52
御宿駅 7:43 8:44 11:17 12:17 15:02 16:37 17:32 17:37 勝浦駅 8:25 9:02 11:45 12:50 15:40 17:10 17:53

勝浦駅～御宿駅線（平日）

勝浦駅～御宿駅線（土日祝） 

勝浦～簡易保養センター・海中公園線
（平日） （土日祝）

平成28年 4月 1日改正

平成28年 4月 1日改正

平成28年 4月 1日改正

※御宿行きの最終便は、土曜日と日祝日でルートが異なりますのでご注意ください
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　健康管理係（☎７３－６６１４）

乳
が
ん
検
診
の
実
施

平
成
28
年
度

　

市
で
は
、
下
記
の
と
お
り
、
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
昨
年
受
診
さ
れ
た
方
、
新
た
に
受
診
申
し
込
み

の
あ
っ
た
方
、
今
年
度
30
・
35
・
40
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
、

受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
は
、
検
診
バ
ス
の
１
日
あ

た
り
の
検
診
人
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
下
記
の
と
お

り
地
区
ご
と
に
検
診
日
を
指
定
い
た
し
ま
す
（
指
定
さ

れ
た
日
時
に
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
下
記
の
日
程
内
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、「
超
音
波
検
査
」
の
み
、
検
査

の
精
度
管
理
と
受
診
さ
れ
る
方
の
待
ち
時
間
を
緩
和
す

る
為
に
、
受
付
時
間
枠
の
事
前
予
約
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
左
記
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
事
前
予
約
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
時
間
帯
の
予
約
が
定
員
以
下
の
場
合
は
予

約
な
し
で
も
受
診
で
き
ま
す
が
、
予
約
さ
れ
た
方
が
優

先
と
な
り
、希
望
さ
れ
る
時
間
帯
の
受
診
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
事
前
予
約
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
40
歳
以
上
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の
対
象
の
方

は
、
事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

今
年
度
は
、
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診
が
別
日

程
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
子
宮
が
ん
検

診
は
６
月
７
・
８
・
９
日
で
す
）。

⒈
実
施
日
程
お
よ
び
会
場

①
５
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

②
５
月
21
日
㈯　

勝
浦
市
役
所 

⒉
検
診
の
対
象
者

　

勝
浦
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
（
年
齢
基
準
日
：

平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
）  

○
30
歳
以
上
39
歳
以
下
の
女
性　

超
音
波
検
査  

○
40
歳
以
上
の
女
性　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

⒊
検
診
料
金　

５
０
０
円　

※
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
、
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
の
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）。

⒋
持
参
す
る
も
の

　

受
診
票
、
検
診
料
金
（
無
料
の
方
を
除
く
）

⒌
検
診
日
程

■
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
地
区
別
検
診
指
定
日

○
５
月
19
日
㈭

　

９
時
30
分
〜
11
時　

上
野
全
地
区

　

13
時
〜
14
時
30
分　

総
野
全
地
区
・
部
原
・
沢
倉
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
官（
黒
潮
台
・
若
潮
台
を
除
く
）

○
５
月
20
日
㈮

　

９
時
30
分
〜
11
時　

勝
浦
・
出
水
・
黒
潮
台
・
若
潮
台

　

13
時
〜
14
時
30
分　

墨
名
・
浜
勝
浦
・
川
津

○
５
月
21
日
㈯

　

９
時
30
分
〜
11
時　

大
沢
・
浜
行
川
・
興
津
・
守
谷
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵜
原
・
吉
尾
・
串
浜
・
松
部

　

13
時
〜
14
時
30
分　

興
津
久
保
山
台　
　

日　時 開催場所 １歳６か月児健診対象のお子さま ３歳児健診対象のお子さま
平成２８年　５月１３日（金）午後 芸術文化交流センター 平成２６年１０月～１１月生まれ 平成２４年１０月～１１月生まれ

７月1５日（金）午後 芸術文化交流センター 平成２６年１２月～平成２７年１月生まれ 平成２４年１２月～平成２５年１月生まれ
９月　９日（金）午後 芸術文化交流センター 平成２７年　２月～　３月生まれ 平成２５年　２月　～　３月生まれ
１１月１１日（金）午後 芸術文化交流センター 平成２７年　４月～　５月生まれ 平成２５年　４月　～　５月生まれ

平成２９年　１月１３日（金）午後 芸術文化交流センター 平成２７年　６月～　７月生まれ 平成２５年　６月　～　７月生まれ
３月１０日（金）午後 保健福祉センター 平成２７年　８月～　９月生まれ 平成２５年　８月　～　９月生まれ

※１歳６か月児健診と３歳児健診は同時に実施します。

◆内 容◆
○身体計測（肥満度測定）    ○臨床心理士・言語聴覚士による発達相談  ○内科・歯科診察  ○栄養士による栄養相談
○保健師による子育て相談  ○歯科衛生士による歯磨き指導  ○尿検査（３歳児健診のみ）

　１歳６カ月児健診・３歳児健診は、医師の内科診察・歯科診察のほか、臨床心理士・言語聴覚士によるお子さま
の心や体の発達・ことばの相談を行っています。
　保育所などの健診には含まれていない情緒面や言語発達も確認する大切な健診です。必ず受診していただくよう
お願いします。
※対象のお子さまには約２カ月前に個別通知いたします。

◆日 程◆

1歳６カ月児・３歳児健診のお知らせ
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※は持ちもの■【各種健康相談】　

申込・問合せ　介護健康課　

●乳幼児健康相談　
対象：0歳～就学前のお子さま
☞5月10日㈫　受付：13：30～15：00
　芸術文化交流センター　大会議室
※母子健康手帳・アンケート

●子育て相談ぐんぐん（心理発達の相談）
☞5月12日㈭　受付：13：00～15：30
　こども館
＊要予約
※母子健康手帳

●離乳食教室　
対象：離乳食をこれから始めるお子さまの保護者
☞5月24日㈫　受付：9：30～9：45
　芸術文化交流センター　調理室
＊要予約（１週間前までにご連絡ください）
※母子健康手帳・エプロン・筆記具・手ふきタオル

■
超
音
波
検
査
事
前
予
約
に
つ
い
て　

⑴
予
約
時
間
受
付
枠

※
39
歳
以
下
の
超
音
波
検
査
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
事

前
予
約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

⑵
予
約
方
法

　

電
話
ま
た
は
介
護
健
康
課
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
右
記
日
程
を
ご
覧
の
う
え
、
希
望
さ
れ
る
受
付
時
間

帯
を
ご
指
定
く
だ
さ
い
。　
　
　

⑶
受
付
期
間

　

４
月
20
日
㈬
〜
28
日
㈭　

※
期
限
厳
守

⑷
受
付
時
間

　

土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分　

⑸
そ
の
他

　

事
前
予
約
受
付
期
間
終
了
後
は
、
当
日
受
付
と
な
り

ま
す
。　

⒍
送
迎
バ
ス

○
５
月
19
日
㈭　

 

　

午
前
…
上
野
全
地
区
方
面

　

午
後
…
総
野
全
地
区
・
串
浜
新
田
・
部
原
方
面

○
５
月
21
日
㈯

　

午
前
…
浜
行
川
・
守
谷
・
鵜
原
・
吉
尾
・
串
浜
・
松

　
　
　
　

部
方
面

　

午
後
…
興
津
・
興
津
久
保
山
台
方
面

※
詳
細
な
運
行
ル
ー
ト
は
、
受
診
票
に
同
封
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⒎
注
意
事
項

⑴
疾
患
な
ど
の
理
由
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
が
受

け
ら
れ
な
い
方
は
、
超
音
波
検
査
に
変
更
で
き
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
３
日
間
と

も
超
音
波
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
）。

⑵
上
半
身
裸
に
な
り
ま
す
の
で
、
上
か
ら
は
お
れ
る
上

着
を
ご
持
参
下
さ
い
。

⑶
次
の
方
は
、
医
療
機
関
で
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

①
自
覚
症
状
の
あ
る
方

　

②
乳
が
ん
の
既
往
歴
の
あ
る
方

　

③
豊
胸
手
術
を
受
け
た
方

　

④
現
在
、
乳
腺
疾
患
な
ど
で
医
療
機
関
に
受
診
中
ま

た
は
経
過
観
察
中
の
方

⑷
検
診
当
日
は
、
会
場
の
準
備
の
都
合
で
、
午
前
９
時
よ

り
前
に
会
場
へ
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

月日 予約受付時間枠

5 月 19 日㈭
① 9:30 ～ 10:00 ② 10:30 ～ 11:00

③ 13:00 ～ 13:30 ④ 14:00 ～ 14:30

5 月 20 日㈮
⑤ 9:30 ～ 10:00 ⑥ 10:30 ～ 11:00

⑦ 13:00 ～ 13:30 ⑧ 14:00 ～ 14:30

5 月 21 日㈯
⑨ 9:30 ～ 10:00 ⑩ 10:30 ～ 11:00

⑪ 13:00 ～ 13:30 ⑫ 14:00 ～ 14:30

以下については対象者に個別通知します。
●すくすく教室　
対象：平成25年11月～12月生まれの方
☞5月10日㈫　受付：9：30～11：00
　芸術文化交流センター　大会議室
※母子健康手帳・アンケート・使用中の歯ブラシ

●1歳6カ月児健康診査　
対象：Ｈ26年10月～11月生まれの方　
☞5月13日㈮　受付：12：45～13：00
　芸術文化交流センター　大会議室
※母子健康手帳・問診票・使用中の歯ブラシ

●3歳児健康診査　
対象：Ｈ24年10月～11月生まれの方　
☞5月13日㈮　受付：13：05～13：20
　芸術文化交流センター　大会議室
※母子健康手帳・問診票・尿・使用中の歯ブラシ
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相談日

5月

まずは相談してみませんか？
  悩みごと、わからないことなど、
  お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

●相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（予約）（☎番号）

●合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

１０日（火）

１３時～１５時（受付時間）

市役所 市民課　　　　 （７３－６６１２）

１７日（火） 保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

２４日（火） 上野集会所 企画課　　　 　（７３－６６５７）

●市民法律相談（★予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

１３日（金）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２７日（金）

●家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・水・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

●学校教育に関する相談

火・水・金曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

●交通事故巡回相談

３１日（火） １０時～１５時 市役所 生活環境課（７３－６６４１）

●消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

●損害保険に関する相談、トラブル解決機関（★電話および面談）

祝日を除く月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター
東京

日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京
（０５７０－０２２－８０８）

●弁護士による交通事故無料相談　（★予約制・面談のみ）

第３水曜日 １３時３０分～１５時３０分 電話で確認 日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京
（０５７０－０２２－８０８）

●女性のための総合相談　

祝日を除く火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター
（０４－７１４０－８６０５）

●男性のための総合相談

火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター
（０４３－２８５－０２３１）

●精神障害者の自立・社会参加に関する相談

水・日・祝・
年末年始を除く毎日 ９時～１７時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

●ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会
（０１２０－５３－４１４１）

●千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（★予約制）

祝日を除く月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション
（０４７５－２３－５５１５）

●２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

●振り込め詐欺専用ダイヤル

祝日を除く月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 振り込め詐欺　専用ダイヤル
（０１２０－４９４－５０６）
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
不
妊
治
療
を
さ
れ
て
い

る
ご
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
よ
り
不
妊

治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①
不
妊
治
療
を
し
て
い
る
法
律
上
の

婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦

②
申
請
日
の
１
年
以
上
前
か
ら
夫
婦

の
両
方
ま
た
は
一
方
が
勝
浦
市
内

に
住
所
を
有
す
る
方

③
助
成
を
受
け
る
年
度
に
お
い
て
、

妻
の
治
療
開
始
時
の
年
齢
が
43
歳

未
満
で
あ
る
こ
と

④
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

⑤
申
請
日
に
お
い
て
市
税
等
の
滞
納

を
し
て
い
な
い
こ
と

対
象
と
な
る
治
療
法　

体
外
受
精
、

顕
微
授
精
そ
の
他
女
性
に
対
し
て

医
師
が
認
め
た
不
妊
治
療
（
不
妊

診
断
の
た
め
の
検
査
費
、
申
請
に

係
る
文
書
作
成
料
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
）

※
医
療
機
関
の
指
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

助
成
内
容　

助
成
額
は
、
当
該
年
度

の
不
妊
治
療
に
要
す
る
本
人
負
担

額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

（
年
額
10
万
円
を
上
限
。
千
円
未

　

看
護
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
看
護

の
日
」
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
14
日
㈯

　
　
　

12
時
30
分
〜
15
時

場
所　

茂
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

ア
ス
モ
１
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

内
容　

各
種
測
定
、
健
康
相
談
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
・
救
急
実
技
講
習
、
看
護
模

擬
体
験
・
進
路
相
談
な
ど

問
合
せ　
（
公
社
）千
葉
県
看
護
協
会

（
☎
０
４
３

－

２
４
５

－

０
０
２

５
）

日
時　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）

受
付　

９
時
30
分
〜
11
時

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

場
所　

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

実
施
内
容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
梅

毒
抗
体
検
査
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体

検
査
・
Ｂ
型
肝
炎
検
査
・
Ｃ
型
肝

炎
検
査

※
検
査
手
数
料
は
無
料
で
、
匿
名
で

の
受
検
が
可
能
で
す
。

問
合
せ　

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
夷
隅
保
健
所
）
健
康
生
活
支
援

課
（
☎
73

－

０
１
４
５
）

　

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時
・
場
所

○
４
月
20
日
㈬　

10
時
15
分
〜
12
時

勝
浦
ホ
テ
ル
三
日
月
（
房
総
勝
浦

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
共
催
）

○
４
月
21
日
㈭　

10
時
〜
11
時
45
分

選
出
さ
れ
ま
し
た

 「
選
挙
管
理
委
員
・
同
補
充
員
」

　

平
成
28
年
３
月
市
議
会
に
お
い
て
、
次

の
方
が
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
同
補
充
員

に
選
ば
れ
、
３
月
28
日
付
で
就
任
し
ま
し

た
。
同
日
委
員
の
中
か
ら
委
員
長
お
よ
び

職
務
代
理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
32
年
３
月
27
日
ま
で
で
す
。

選
挙
管
理
委
員

委
員
長　

　

関
川　
　

彰
（
興　

津
）

職
務
代
理
者　

　

千
葉　

藤
博
（
市
野
川
）

　

中
村　
　

了
（
上
植
野
）

　

江
澤　

始
一
（
部　

原
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

佐
藤　

千
明
（
大　

楠
）

　

中
村　

修
一
（
鵜　

原
）

　

淺
野
香
太
郎
（
赤
羽
根
）

　

守
澤　

孝
彦
（
新　

官
）

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

（
☎
73

－

６
６
４
７
）

不
妊
治
療
費
助
成
が

始
ま
り
ま
す

満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）

・
各
医
療
保
険
で
不
妊
治
療
の
費
用

に
対
す
る
給
付
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
給
付
額
を
除
い
た
金
額

・
千
葉
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
に

該
当
す
る
場
合
は
、
対
象
医
療
費

総
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
差
し
引

い
た
金
額

申
請
に
必
要
な
書
類

○
勝
浦
市
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付

申
請
書

○
勝
浦
市
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
医

療
機
関
受
診
証
明
書

○
当
該
治
療
費
の
領
収
書

○
医
療
保
険
証
の
写
し
（
夫
婦
２
人

分
）

○
県
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

を
受
け
る
方
は
、
交
付
決
定
通
知

書
の
写
し

○
夫
婦
の
住
所
が
異
な
り
、
婚
姻
関

係
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
戸
籍

謄
本

申
請
期
間　

治
療
を
実
施
し
た
日
の

属
す
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で

助
成
金
交
付
方
法　

交
付
決
定
（
却

下
）
通
知
書
を
送
付
後
に
、
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み

※
助
成
金
の
交
付
は
１
年
度
に
つ
き

１
回
と
し
ま
す
。
同
一
夫
婦
に
つ

い
て
助
成
の
通
算
年
度
は
問
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
対
象
と
な
る
方

が
③
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

介
護
健
康
課
健
康
管
理
係

　

（
☎
73

－

６
６
１
４
）

第
26
回

県
民
が
集
う「
看
護
の
日
」

平
成
28
年
度

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
な
ど
の
実
施

「
献
血
」
に
ご
協
力
を
！

　

勝
浦
市
役
所

○
４
月
21
日
㈭　

14
時
〜
15
時
45
分

　

塩
田
病
院

※
当
日
の
体
調
や
服
薬
さ
れ
て
い
る

薬
に
よ
っ
て
献
血
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

献
血
に
関
す
る
問
合
せ　

千
葉
県
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
３

－

２
４
１

－

８
３
３
２
）

関川委員長千葉職務代理者中村委員江澤委員
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
不
妊
治
療
を
さ
れ
て
い

る
ご
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
よ
り
不
妊

治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①
不
妊
治
療
を
し
て
い
る
法
律
上
の

婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦

②
申
請
日
の
１
年
以
上
前
か
ら
夫
婦

の
両
方
ま
た
は
一
方
が
勝
浦
市
内

に
住
所
を
有
す
る
方

③
助
成
を
受
け
る
年
度
に
お
い
て
、

妻
の
治
療
開
始
時
の
年
齢
が
43
歳

未
満
で
あ
る
こ
と

④
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

⑤
申
請
日
に
お
い
て
市
税
等
の
滞
納

を
し
て
い
な
い
こ
と

対
象
と
な
る
治
療
法　

体
外
受
精
、

顕
微
授
精
そ
の
他
女
性
に
対
し
て

医
師
が
認
め
た
不
妊
治
療
（
不
妊

診
断
の
た
め
の
検
査
費
、
申
請
に

係
る
文
書
作
成
料
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
）

※
医
療
機
関
の
指
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

助
成
内
容　

助
成
額
は
、
当
該
年
度

の
不
妊
治
療
に
要
す
る
本
人
負
担

額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

（
年
額
10
万
円
を
上
限
。
千
円
未

　

看
護
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
看
護

の
日
」
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
14
日
㈯

　
　
　

12
時
30
分
〜
15
時

場
所　

茂
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

ア
ス
モ
１
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

内
容　

各
種
測
定
、
健
康
相
談
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
・
救
急
実
技
講
習
、
看
護
模

擬
体
験
・
進
路
相
談
な
ど

問
合
せ　
（
公
社
）千
葉
県
看
護
協
会

（
☎
０
４
３

－

２
４
５

－

０
０
２

５
）

日
時　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）

受
付　

９
時
30
分
〜
11
時

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

場
所　

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

実
施
内
容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・
梅

毒
抗
体
検
査
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体

検
査
・
Ｂ
型
肝
炎
検
査
・
Ｃ
型
肝

炎
検
査

※
検
査
手
数
料
は
無
料
で
、
匿
名
で

の
受
検
が
可
能
で
す
。

問
合
せ　

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
夷
隅
保
健
所
）
健
康
生
活
支
援

課
（
☎
73

－

０
１
４
５
）

　

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時
・
場
所

○
４
月
20
日
㈬　

10
時
15
分
〜
12
時

勝
浦
ホ
テ
ル
三
日
月
（
房
総
勝
浦

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
共
催
）

○
４
月
21
日
㈭　

10
時
〜
11
時
45
分

選
出
さ
れ
ま
し
た

 「
選
挙
管
理
委
員
・
同
補
充
員
」

　

平
成
28
年
３
月
市
議
会
に
お
い
て
、
次

の
方
が
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
同
補
充
員

に
選
ば
れ
、
３
月
28
日
付
で
就
任
し
ま
し

た
。
同
日
委
員
の
中
か
ら
委
員
長
お
よ
び

職
務
代
理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
32
年
３
月
27
日
ま
で
で
す
。

選
挙
管
理
委
員

委
員
長　

　

関
川　
　

彰
（
興　

津
）

職
務
代
理
者　

　

千
葉　

藤
博
（
市
野
川
）

　

中
村　
　

了
（
上
植
野
）

　

江
澤　

始
一
（
部　

原
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

佐
藤　

千
明
（
大　

楠
）

　

中
村　

修
一
（
鵜　

原
）

　

淺
野
香
太
郎
（
赤
羽
根
）

　

守
澤　

孝
彦
（
新　

官
）

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

（
☎
73

－

６
６
４
７
）

不
妊
治
療
費
助
成
が

始
ま
り
ま
す

満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）

・
各
医
療
保
険
で
不
妊
治
療
の
費
用

に
対
す
る
給
付
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
給
付
額
を
除
い
た
金
額

・
千
葉
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
に

該
当
す
る
場
合
は
、
対
象
医
療
費

総
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
差
し
引

い
た
金
額

申
請
に
必
要
な
書
類

○
勝
浦
市
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付

申
請
書

○
勝
浦
市
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
医

療
機
関
受
診
証
明
書

○
当
該
治
療
費
の
領
収
書

○
医
療
保
険
証
の
写
し
（
夫
婦
２
人

分
）

○
県
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

を
受
け
る
方
は
、
交
付
決
定
通
知

書
の
写
し

○
夫
婦
の
住
所
が
異
な
り
、
婚
姻
関

係
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
戸
籍

謄
本

申
請
期
間　

治
療
を
実
施
し
た
日
の

属
す
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で

助
成
金
交
付
方
法　

交
付
決
定
（
却

下
）
通
知
書
を
送
付
後
に
、
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み

※
助
成
金
の
交
付
は
１
年
度
に
つ
き

１
回
と
し
ま
す
。
同
一
夫
婦
に
つ

い
て
助
成
の
通
算
年
度
は
問
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
対
象
と
な
る
方

が
③
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

介
護
健
康
課
健
康
管
理
係

　

（
☎
73

－

６
６
１
４
）

第
26
回

県
民
が
集
う「
看
護
の
日
」

平
成
28
年
度

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
な
ど
の
実
施

「
献
血
」
に
ご
協
力
を
！

　

勝
浦
市
役
所

○
４
月
21
日
㈭　

14
時
〜
15
時
45
分

　

塩
田
病
院

※
当
日
の
体
調
や
服
薬
さ
れ
て
い
る

薬
に
よ
っ
て
献
血
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

献
血
に
関
す
る
問
合
せ　

千
葉
県
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
３

－

２
４
１

－

８
３
３
２
）

関川委員長千葉職務代理者中村委員江澤委員
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ションガーデン
　

市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
介
護
に

従
事
す
る
人
材
育
成
と
就
労
支
援
を

目
的
に
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。 

助
成
対
象
者 

○
申
請
時
に
市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

○
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
課
程
を
修
了

し
、
支
払
い
を
完
了
し
て
い
る
方

○
研
修
の
受
講
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
、
他
の
公
的
制
度
か
ら
助
成
を

受
け
て
い
な
い
方

助
成
要
件 

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
を
修

了
し
、
原
則
と
し
て
市
内
の
同
一

の
介
護
施
設
な
ど
に
雇
用
さ
れ
、

３
カ
月
継
続
し
て
就
労
し
て
い
る

こ
と

○
申
請
の
日
時
点
で
市
内
の
同
一
事

業
所
で
就
労
し
て
い
る
場
合
、
就

労
期
間
が
１
年
を
超
え
て
い
な
い

こ
と

※
雇
用
の
形
態
は
、
常
勤
・
非
常
勤

を
問
わ
な
い

助
成
額　

研
修
の
受
講
に
要
し
た
費

用
（
受
講
料
・
教
材
費
）
の
２
分

の
１
（
上
限
４
０
，
０
０
０
円
）

問
合
せ　

介
護
健
康
課
介
護
保
険
係

（
☎
73

－

６
６
１
７
）

　

市
で
は
、
市
が
指
定
し
た
施
設
を

利
用
で
き
る
入
湯
券
（
10
枚
を
限

度
）
を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

申
請
の
あ
っ
た
月
分
か
ら
交
付
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

福
祉
課
、
移
動
市
役
所
、
興
津
集

会
所
・
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で

交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
湯
料
金
に
つ
い
て
は
、

施
設
側
に
一
部
負
担
い
た
だ
く
な
ど

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
無
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

対
象
者　

70
歳
以
上
の
方
、
70
歳
未

満
の
身
体
障
害
者
の
方

※
今
年
度
中
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
は
、
誕
生
日
を
迎
え
て
か

ら
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

被
保
険
険
証

や
免
許
証
な
ど
、
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の

申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
係

（
☎
73

－

６
６
１
９
）

　

市
で
は
、
施
術
利
用
券
（
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
）
を
、

申
請
の
月
か
ら
数
え
て
、
１
カ
月
１

枚
（
年
12
枚
を
限
度
）
交
付
し
ま

す
。

　

申
請
の
あ
っ
た
月
分
か
ら
の
交
付

で
す
の
で
、
早
め
に
福
祉
課
の
窓
口

平
成
28
年
度
か
ら
父
子
家
庭
の
方
も

対
象
と
な
り
ま
す

　

市
で
は
、
故
小
高
御
代
氏
の
寄
付

金
を
も
と
に
し
た
小
高
御
代
祝
金
を
年

１
回
、
母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
の
児
童

の
保
護
者
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
母

子
ま
た
は
父
子
家
庭
で
あ
り
、
４

月
に
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
、
高

等
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
、
ま
た

は
、
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
し
、

就
職
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

保
護
者

支
給
額　

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

１
人
つ
き
２
万
円
、
中
学
校
に
入

学
す
る
児
童
１
人
に
つ
き
３
万

円
、
中
学
校
を
卒
業
し
、
就
職
ま

た
は
、
高
等
学
校
な
ど
に
入
学
す

る
児
童
１
人
に
つ
き
４
万
円

実
施
期
間　

６
月
24
日
㈮
〜
平
成
29

年
２
月
10
日
㈮　

14
時
〜
16
時
全

27
回
（
予
備
日
含
む
）

※
毎
週
金
曜
日
で
の
開
催
で
す
。
詳

し
い
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
前

期
）
を
修
了
し
た
方
（
他
市
町
村

で
修
了
し
た
方
含
む
）
で
あ
っ

て
、
勝
浦
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

方
も
し
く
は
在
勤
者

会
場　

大
多
喜
町
中
央
公
民
館

募
集
期
間　

５
月
２
日
㈪
〜
23
日
㈪

　

必
着

定
員　

20
名

問
合
せ　
（
福
）
千
葉
県
聴
覚
障
害

者
協
会
千
葉
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
４
３

－

３
０
８

－

６
３
７
３
）
・
市
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
73

－

６
６
１
９
）

 

「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す

る
法
律
」
（
「
障
害
者
虐
待
防
止

法
」
）
が
、
平
成
24
年
10
月
１
日
に

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
で
は

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
虐
待
の
防
止
、
早
期
発
見
の
た

め
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
方
や
虐
待

を
発
見
し
た
方
か
ら
の
通
報
・
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

28
年
４
月
１
日
よ
り
、
通
報
・
相
談

窓
口
の
連
絡
先
が
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

■
月
〜
金
曜
日
８
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
祝
日
を
除
く
）
↓
市
役
所
福

祉
課
（
☎
73

－

６
６
１
９
）

■
月
〜
金
曜
日
17
時
15
分
〜
翌
日
８

時
30
分
、
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
↓
市
役
所
代
表
電
話

（
☎
73

－

１
２
１
１
）

問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
係
（
☎
73

－

６
６
１
９
）

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、
印
鑑

登
録
証
の
紛
失
な
ど
に
よ
り
、
再
登

録
す
る
と
き
は
、
３
０
０
円
の
手
数

料
が
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
市
民
係
（
☎
73

－

６
６
１
２
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
料
を
助
成
し
ま
す

入
湯
券
の
交
付

施
術
利
用
券
の
交
付

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
券
を
利
用
で
き
る
業
者

は
、
「
市
に
登
録
さ
れ
た
業
者
」
に

限
り
ま
す
。

対
象
者　

65
歳
以
上
の
方

※
今
年
度
中
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
は
、
誕
生
日
を
迎
え
て
か

ら
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

助
成
額　

１
枚
８
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
や
免

許
証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も

の
。
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
係

（
☎
73

－

６
６
１
９
）

小
高
御
代
祝
金

申
請
に
あ
た
っ
て
の
必
要
書
類

○
小
高
御
代
祝
金
支
給
申
請
書
（
用

紙
は
、
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

○
合
格
通
知
書
（
高
校
の
み
）

※
原
本
は
お
返
し
し
ま
す
。

○
申
請
者
本
人
名
義
の
通
帳
の
写
し

申
請
期
限　

４
月
22
日
㈮
ま
で

申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課
児
童
係

（
☎
73

－

６
６
１
８
）
土
日
を
除

く
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

平
成
28
年
度
夷
隅
郡
市

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

 （
後
期
）

障
害
者
へ
の
虐
待
に
関

す
る
通
報
・
相
談
窓
口

の
連
絡
先

印
鑑
登
録
証
再
登
録

手
数
料
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インフォメー

第３日曜日 ４月１７日

8：30～12：30第１日曜日 ５月　１日

第３日曜日 ５月１５日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
  ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が必要です。

 問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

　
◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９

◇納税・納付◇
○固定資産税　　：１期　納期　５月２日（月）

※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課徴収班　☎７３－６６２２

■
平
成
28
年
度
の
保
険
料
率　

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小
企
業

に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
の
ご
家

族
が
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険

で
、
加
入
者
数
は
全
国
で
約
３
，

７
０
０
万
人
（
千
葉
支
部
は
約
80
万

人
）
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
協
会
け
ん
ぽ
千
葉

県
支
部
の
健
康
保
険
料
率
に
つ
い
て

は
、
本
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

よ
り
９
．
９
７
％
か
ら
９
．
９
３
％

に
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
一
方
、

介
護
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
現
状

の
１
．
５
８
％
か
ら
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料
率

は
、
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
医
療
費
な

ど
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
ご
と
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
千

葉
県
支
部
で
は
、
健
診
の
推
進
や

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進

な
ど
、
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
特
定
健
診
の
お
知
ら
せ

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
加
入
者
の
ご

家
族
（
40
歳
〜
74
歳
の
被
扶
養
者
）

を
対
象
に
特
定
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
健
診
は
、
疾
病
の
予
防
や
早

期
発
見
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

米
（
主
食
用
米
）
の
消
費
減
少
や

過
剰
作
付
な
ど
が
、
米
価
下
落
の
要

因
と
な
り
ま
す
。

　

飼
料
用
米
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
主
食
用
米
の
需
給
改
善
を

図
り
、
安
定
収
入
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。 

飼
料
用
米
取
組
の
メ
リ
ッ
ト

①
農
協
出
荷
の
ほ
か
、
飼
料
工
場
や

畜
産
農
家
な
ど
、
大
き
な
需
要
が

あ
り
ま
す
。

②
水
は
け
の
悪
い
湿
田
で
も
、
作
れ

ま
す
。 

③
既
存
の
機
械
や
施
設
を
そ
の
ま
ま

使
え
ま
す
。 

④
国
や
県
の
支
援
策
が
受
け
ら
れ
、

安
定
し
た
収
入
が
確
保
で
き
ま

す
。

⑤
主
食
用
の
品
種
で
も
、
飼
料
用
米

に
取
り
組
め
ま
す
。

問
合
せ　

市
農
林
水
産
課
（
☎
73

－

６
６
３
５
）
・
県
農
林
水
産
部
生

産
振
興
課
水
田
農
業
班
（
☎
０
４

３

－

２
２
３

－

２
９
８
０
）

日
時　

５
月
25
日
㈬

　
　
　

８
時
52
分
ス
タ
ー
ト

会
場　

勝
浦
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

競
技
方
法　

ペ
リ
ア
方
式

プ
レ
ー
代　

ビ
ジ
タ
ー
８
，
０
０
０

円
（
昼
食
付
・
税
別
）

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
ア
マ

チ
ュ
ア
の
方

申
込
期
限　

５
月
20
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

勝
浦
市
ゴ
ル
フ

協
会
・
板
橋
（
☎
73

－

０
５
３

８
）
・
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
☎
73

－

６
６
６
５
）

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

会
け
ん
ぽ
）
千
葉
県
支
部

か
ら
の
お
し
ら
せ

年
に
１
度
は
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
健
診
受
診
に
必
要
な
受

診
券
は
、
４
月
上
旬
に
加
入
者
の
ご

自
宅
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

会
け
ん
ぽ
）
千
葉
支
部
（
☎
０
４

３

－

３
０
８

－

０
５
２
２
）

稲
作
農
家
の
皆
さ
ま
へ

飼
料
用
米
で
安
定
収
入
を
！

 

第
57
回

「
春
季
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
」

データは、平成２７年１月から１２月までに締結（公
告）された賃貸借です。 
データ数は、集計に用いた筆数です。 
賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、６０kg
あたり１１，５００円に換算しています。
金額は算出結果を四捨五入し、１００円単位として
います。
平均額は平均値（四捨五入前）をデータ数により加
重平均した値です。
興津・勝浦地区については、田の部、畑の部共に事
例はありませんでした。
データ事例過少のため畑の部は市内全域のみと
なっています。

※１

※２
※３

※４

※５

※６

※７

問合せ　農業委員会事務局　☎７３－６６３７

※耕作をしていない農地は草刈などの適正な管理をお願
いします。

　平成２７年１月から１２月までに締結（公告）された賃貸
借における賃借料水準（１０ａ当たり）は、以下のとおりと
なっております。 

 締 結（公告）
された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

総 野 地 区 9,300 14,300 2,900 72
上 野 地 区 10,100 13,800 3,300 85 

   （参考）勝浦市平均 9,700 14,300 2,900 157

【田（水稲）の部（１０アールあたり）】 （単位：円）

 締 結（公告）
された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

勝浦市全域 3,100 3,600 3,000 6

【畑（普通畑・樹園地）の部（１０アールあたり）】（単位：円）

平成27年勝浦市賃借料情報
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ションガーデン
　

平
成
28
年
４
月
１
日
付
け
で
、
市

役
所
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
管
理
職
の
異
動
お
よ
び
退
職
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
（　

）
内
は
旧
所
属

■
企
画
課
長

　

軽
込
一
浩
（
総
務
課
）

■
介
護
健
康
課
長

　

大
森
基
彦
（
農
林
水
産
課
）

■
福
祉
課
長

　

関　

富
夫
（
企
画
課
）

■
農
林
水
産
課
長

　

平
松　

等
（
監
査
委
員
事
務
局
）

■
会
計
課
長

　

菰
田　

智
（
学
校
給
食
共
同
調
理

場
）

■
議
会
事
務
局
長

　

大
鐘
裕
之
（
介
護
健
康
課
）

■
上
野
保
育
所
長

　

新
井
敏
美
（
上
野
保
育
所
）

■
児
童
館
長

　

大
野
昌
子
（
勝
浦
幼
稚
園
）

■
勝
浦
幼
稚
園
長

　

丸
め
ぐ
美
（
上
野
保
育
所
）

〔
退
職
〕　

３
月
31
日
付
け

　

花
ヶ
崎
善
一
（
福
祉
課
長
）

　

目
羅
洋
美
（
議
会
事
務
局
長
）

　

関　

善
之
（
農
林
水
産
課
長
）

　

岩
瀬
義
博
（
会
計
課
長
）

問
合
せ　

総
務
課
職
員
係
（
☎
73

－

６
６
４
３
）

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

㈫
で
す
。
５
月
上
旬
に
自
動
車
税
事

務
所
か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ト
ス
ト
ア
な
ど
で
、
納

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
納
期
限
ま
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
納
付
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
納
税
通
知
書
同
封
の
し

お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
動
車
税
事
務
所
（
☎
０

４
３

－

２
４
３

－

２
７
２
１
）・

茂
原
県
税
事
務
所
（
☎
０
４
７
５

－

22

－

１
７
２
１
）・
茂
原
県
税

事
務
所
大
多
喜
支
所
（
☎
82

－

２

２
１
４
）

■
危
険
物
取
扱
者
受
験
者
講
習
会　

日
程　

５
月
13
日
㈮　

※
当
日
受
付

受
付
時
間　

９
時
〜
９
時
20
分

講
習
時
間　

９
時
30
分
〜
17
時

会
場　

茂
原
市
東
部
台
文
化
会
館

受
講
料　

３
，
６
０
０
円
（
受
付
時

に
徴
収
）

持
参
品　

危
険
物
取
扱
者
必
携
法
令

編
・
実
務
編
問
題
集
（
平
成
28
年

度
版
）・
筆
記
具

※
本
講
習
会
は
乙
種
第
４
類
の
講
習

で
す
。

■
危
険
物
取
扱
者
受
験
者
模
擬
試
験

　

障
害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く

す
た
め
の
基
本
的
な
事
項
や
対
応
方

法
な
ど
に
つ
い
て
定
め
た
障
害
者
差

別
解
消
法
が
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
行
政
機
関
や

民
間
事
業
者
は
、
「
不
当
な
差
別
的

取
り
扱
い
」
と
「
合
理
的
配
慮
を
し

な
い
こ
と
」
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

■
不
当
な
差
別
的
扱
い
と
は
？

　

正
当
な
理
由
な
く
、
障
害
が
あ
る

と
い
う
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

拒
否
し
た
り
、
制
御
し
た
り
、
障
害

の
な
い
人
に
は
つ
け
な
い
条
件
を
つ

け
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

■
合
理
的
配
慮
と
は
？

　

障
害
の
あ
る
人
か
ら
困
っ
て
い
る

こ
と
を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
と
求
め

ら
れ
た
と
き
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な

試
験
日
時　

７
月
27
日
㈬　

14
時
か

ら
16
時
ま
で

会
場　

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示
場　

展
示
ホ
ー
ル
８

願
書
配
布　

４
月
８
日
㈮
か
ら
保
健

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
お
早
め

に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
間

　

５
月
17
日
㈫
〜
19
日
㈭
の
３
日
間  

 

（
10
時
〜
16
時
ま
で
）

願
書
受
付
場
所　

住
所
地
の
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）

※
住
所
が
県
外
の
方
は
県
庁
健
康
福

祉
部
健
康
づ
く
り
支
援
課
で
受
付

問
合
せ　

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
夷
隅
保
健
所
）☎
73

－

０
１
４
５

市
役
所
職
員
人
事
異
動

自
動
車
税
は
納
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
乙
種
第
４
類
）

日
程　

６
月
４
日
㈯　

※
当
日
受
付

受
付
時
間　

９
時
〜
９
時
25
分

講
習
時
間　

９
時
30
分
〜
17
時

会
場　
　

大
原
文
化
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

１
，
０
０
０
円
（
受
付
時

に
徴
収
）

持
参
品　

危
険
物
取
扱
者
必
携
法
令

編
・
実
務
編
・
問
題
集
（
平
成
28

年
度
版
）・
筆
記
具

問
合
先　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
内
夷
隅
郡
市

防
火
安
全
協
会
事
務
局
（
☎
80

－
０
１
３
２
）

障
害
者
差
別
解
消
法
が

始
ま
り
ま
し
た

い
範
囲
で
解
決
を
す
る
た
め
の
工
夫

を
す
る
こ
と
で
す
。

※
こ
の
法
律
は
行
政
機
関
や
民
間
業

者
を
対
象
と
し
た
法
律
で
す
。
一

般
の
個
人
的
な
関
係
に
つ
い
て
は

対
象
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
係
（
☎
73

－

６
６
１
９
）

平
成
28
年
度 

調
理
師
試
験

刑法犯認知件数【少ない順】〔２月〕　

１月末は県内37市中、第１位でした。
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 21 －34件
１ 南房総市 21 －19件
３ 鴨川市 30 －11件

ご み 処理状況〔２月〕　(   ) 内は前年同月比
■１月分処理量：308.649t（51.57%減）
　平成２７年度累計 6,612.409t
　（内訳）○可燃ごみ：210.910t（60.38%減）
　　　　  ○資源ごみ： 97.739t（6.89%減）

市民のうごき〔３月現在〕
( 　)内は前月比
■人口　１８,７６５人(７５減)
　○男　　９,４５５人(２１減)
　○女　　９,３１０人(５４減)
　　転　　入：１４７人
　　転　　出：２０３人
　　出　　生：　　９人
　　死　　亡：　２２人
　　職権消除：　　３人
　　国外移住：　　８人
　　そ  の  他：　　５人（増）
■８,９６５世帯 (２９減)

交通事故件数〔３月〕
勝浦警察署　☎７３－０１１０
交通事故　３６件　
○人身事故…　４件　
　　死者数…　０人
　　傷者数…　６人
○物損事故…３２件

消防署の出動〔３月〕
勝浦消防署　☎８０－０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災： １件（１）
■救急：　８８件

お
詫
び
と
訂
正

　

３
月
18
日
号
（
№
８
０
７
）16

ペ
ー
ジ
で
、
氏
名
表
記
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 ・　

松
崎 

弘
樹
↓　

松
﨑 

弘
樹

誤

正
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募　

 

集

インフォメー
ありがとうございました

株式会社西川　
代表取締役　齋藤政宏　様
　　　　　　　　　１億円

　勝浦市の地方創生に役立てていただき
たいと２月２６日に寄附をされました。
　市では、ご趣旨に添い、地方創生の推
進に役立たせていただきます。

開
催
日
時　

４
月
29
日（
金
・
祝
）
〜

　

５
月
３
日（
火
・
祝
）
　
９
時
〜
21
時

利
用
料　

６
０
０
円（
１
枠
１
時
間
）

※
１
人
、
１
日
に
つ
き
１
枠
ま
で

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込･

問
合
せ　

芸
術
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
（
☎
73

－

１
０
０
１
） 

■
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　

夷
隅
農
業
事
務
所
で
は
、
６
月
上

旬
に
開
講
を
予
定
し
て
い
る
「
農
業

経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象
者
は
お

お
む
ね
35
歳
ま
で
の
農
業
後
継
者
・

新
規
就
農
者
な
ど
で
す
。

　

農
業
経
営
者
と
し
て
必
要
な
能
力

の
習
得
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と

し
、
月
１
回
程
度
（
講
義
・
実
習
・

視
察
な
ど
）
で
、
３
年
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
い
す
み
農
業
実
践
塾

　

農
地
を
有
し
て
お
り
、
販
売
目
的

　

全
国
地
域
安
全
運
動
お
よ
び
全

国
暴
力
追
放
運
動
に
お
け
る
ポ
ス

タ
ー
、
標
語
お
よ
び
青
パ
ト
写
真
を

募
集
し
ま
す
。

課
題

○
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

①
子
ど
も
・
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

②
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る

特
殊
詐
欺
防
止

③
暴
力
団
離
脱
者
就
労
支
援

○
青
パ
ト
写
真

①
青
色
回
転
灯
装
備
車
の
活
動
中
の

写
真

応
募
資
格　

問
わ
な
い

応
募
締
切　

６
月
10
日
㈮

※
応
募
規
定
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ　
（
公
社
）
千
葉
県

防
犯
協
会
（
〒
２
６
０

－

８
５
６

　

市
で
は
、
市
税
等
の
徴
収
体
制
の

強
化
を
目
的
と
し
て
、
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
有
す
る
市
税
等
徴
収
指
導

員
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

国
税
ま
た
は
県
税
の
滞

納
整
理
事
務
を
５
年
以
上
経
験

し
、
お
お
む
ね
65
歳
以
下
の
方

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項
に
該
当
す
る
方
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

勤
務
場
所　

勝
浦
市
役
所

勤
務
条
件

○
雇
用
期
間　

平
成
28
年
６
月
１
日

〜
平
成
29
年
３
月
31
日　

※
期
間
延
長
あ
り

○
勤
務
日
数　

週
３
日
以
内

○
報
酬　

日
額
１
７
，
０
０
０
円　

※
交
通
費
は
別
途
支
給

○
そ
の
他
の
条
件
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

５
月
20
日
㈮

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
税
務
課
徴
収

班
へ
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
５
月

21
日
必
着
）

問
合
せ　

税
務
課
徴
収
班
（
☎
73

－

６
６
２
２
）

Ｋ
ü
ｓ
ｔ
ｅ
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
開
放
Ｄ
ａ
ｙ

〜
ホ
ー
ル
で
ピ
ア
ノ
を

　

弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

vol.4

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

の
営
農
を
目
指
す
主
に
定
年
帰
農
者

や
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
者
な
ど
（
36
歳
か

ら
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
方
）
を
対

象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
期
間

は
１
年
間
で
、
農
業
の
基
礎
的
知
識

や
栽
培
技
術
を
学
び
ま
す
。

受
講
料　

い
ず
れ
も
無
料
（
視
察
な

ど
に
係
る
経
費
は
一
部
実
費
負

担
）。

申
込
締
切　

５
月
20
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

夷
隅
農
業
事
務
所

改
良
普
及
課（
☎
82

－

２
２
１
３
）

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
青
パ
ト

写
真
を
募
集
し
ま
す
！

６
千
葉
市
中
央
区
都
町
１

－

１

－

30
☎
０
４
３

－

２
３
１

－

４

１
１
０H

Phttp://w
w
w
.chiba-

bohan.or.jp/

）

市
税
等
徴
収
指
導
員
募
集

多額の寄付に感謝
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インフォメー
ありがとうございました

株式会社西川　
代表取締役　齋藤政宏　様
　　　　　　　　　１億円

　勝浦市の地方創生に役立てていただき
たいと２月２６日に寄附をされました。
　市では、ご趣旨に添い、地方創生の推
進に役立たせていただきます。

開
催
日
時　

４
月
29
日（
金
・
祝
）
〜

　

５
月
３
日（
火
・
祝
）
　
９
時
〜
21
時

利
用
料　

６
０
０
円（
１
枠
１
時
間
）

※
１
人
、
１
日
に
つ
き
１
枠
ま
で

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込･

問
合
せ　

芸
術
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
（
☎
73

－

１
０
０
１
） 

■
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　

夷
隅
農
業
事
務
所
で
は
、
６
月
上

旬
に
開
講
を
予
定
し
て
い
る
「
農
業

経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象
者
は
お

お
む
ね
35
歳
ま
で
の
農
業
後
継
者
・

新
規
就
農
者
な
ど
で
す
。

　

農
業
経
営
者
と
し
て
必
要
な
能
力

の
習
得
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と

し
、
月
１
回
程
度
（
講
義
・
実
習
・

視
察
な
ど
）
で
、
３
年
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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い
す
み
農
業
実
践
塾

　

農
地
を
有
し
て
お
り
、
販
売
目
的

　

全
国
地
域
安
全
運
動
お
よ
び
全

国
暴
力
追
放
運
動
に
お
け
る
ポ
ス

タ
ー
、
標
語
お
よ
び
青
パ
ト
写
真
を

募
集
し
ま
す
。

課
題
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ポ
ス
タ
ー
・
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語

①
子
ど
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・
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性
の
犯
罪
被
害
防
止

②
振
り
込
め
詐
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を
は
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と
す
る
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③
暴
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就
労
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①
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装
備
車
の
活
動
中
の

写
真

応
募
資
格　
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わ
な
い

応
募
締
切　

６
月
10
日
㈮

※
応
募
規
定
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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問
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（
公
社
）
千
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県

防
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会
（
〒
２
６
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－

８
５
６

　

市
で
は
、
市
税
等
の
徴
収
体
制
の

強
化
を
目
的
と
し
て
、
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
有
す
る
市
税
等
徴
収
指
導

員
の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

国
税
ま
た
は
県
税
の
滞

納
整
理
事
務
を
５
年
以
上
経
験

し
、
お
お
む
ね
65
歳
以
下
の
方

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

項
に
該
当
す
る
方
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

勤
務
場
所　

勝
浦
市
役
所

勤
務
条
件

○
雇
用
期
間　

平
成
28
年
６
月
１
日

〜
平
成
29
年
３
月
31
日　
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期
間
延
長
あ
り

○
勤
務
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週
３
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以
内

○
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日
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１
７
，
０
０
０
円　
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交
通
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は
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途
支
給

○
そ
の
他
の
条
件
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
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期
限　

５
月
20
日
㈮
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法　
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の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
税
務
課
徴
収

班
へ
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
５
月

21
日
必
着
）
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合
せ　

税
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課
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収
班
（
☎
73

－

６
６
２
２
）
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ｔ
ｅ
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で
ピ
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ノ
を
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い
て
み
ま
せ
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か
？
〜

vol.4

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

の
営
農
を
目
指
す
主
に
定
年
帰
農
者

や
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
者
な
ど
（
36
歳
か

ら
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
方
）
を
対

象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
期
間

は
１
年
間
で
、
農
業
の
基
礎
的
知
識

や
栽
培
技
術
を
学
び
ま
す
。

受
講
料　

い
ず
れ
も
無
料
（
視
察
な

ど
に
係
る
経
費
は
一
部
実
費
負

担
）。

申
込
締
切　

５
月
20
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

夷
隅
農
業
事
務
所

改
良
普
及
課（
☎
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多額の寄付に感謝

KATSUURA 2016.4.1531



『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
５
月
６
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　h

ttp
://w

w
w
.c
ity
.k
a
tsu
u
ra
.lg
.jp
/

携
帯
電
話
版 h

ttp
:// w

w
w
.c
ity
.k
a
tsu
u
ra
.lg
.jp
/m

『アイドル』を大募集中！
　お子さん（未就学児）の氏名（ふりがな）・性別・生年月日・
30 字以内のコメントと両親の氏名・住所・ご連絡先を
添えて、写真を同封のうえ応募ください。写真は返却い
たします。
応募先　企画課広報統計係（☎ 73-6657）

『いつまでも姉妹仲良くネ !!』

父　坂本　孝太郎　さん
母　　　　千春　　さん　（墨名）

（H27.9.30 生・女の子）美
み

月
つき

ちゃん

アイドル登場 !

・勝浦市史「通史編」
　5,500 円（税込）　1,071 ページ　
・勝浦市史資料編「中世」
　4,000 円（税込）　448 ページ
・勝浦市資料編「近世」
　4,500 円（税込）　367 ページ
・勝浦市史研究３号～９号
　（１・２号販売終了）
　各 800 円（税込）　
　約 100 ～ 120 ページ
・勝浦市の文化財
　500 円（税込）　39 ページ

大変読みやすくなりました！
「勝浦市史（要約版）」販売開始

　従来の勝浦市史を
小・中学生の副読本
として利用できるよ
うな文体・文量に再
編集した要約版を作
成しました。従来の
通史編と比べ、大変
読みやすい内容となっています。ぜひご一読ください。
定価：1,000 円（税込）　Ｂ５判　116 ページ　

●既刊市史も販売中

問合せ　教育委員会社会教育課　　☎７３－６６６５
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